
浜
田
－
益
田
間
駅
伝
競
走
大
会

し
お
か
ぜ
駅
伝

住
み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
浜
田

～
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

広
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田
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チ
ー
ム
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
7
年
の
初
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

浜
田
市
長
3
期
目
の
就
任
か
ら
、
早
3
年
余
り
が

過
ぎ
、
本
任
期
の
最
後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
少

子
化
・
人
口
減
少
対
策
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
・

物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
新
た
な
課
題
に
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
政
推
進
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
1
月
の
能
登

半
島
地
震
で
は
市
内
で
も
津
波
注
意
報
が
発
表
さ

れ
、
改
め
て
防
災
危
機
管
理
体
制
の
重
要
性
を
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。
6
月
の
市
民
参
加
型
総
合
防
災
訓

練
で
は
、
過
去
最
多
と
な
る
1
万
2
千
人
を
超
え
る

参
加
が
あ
り
、
4
月
に
開
所
し
た
周
布
川
西
防
災
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
市
内
各
所
で
避
難
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
9
月
の
防
災
週
間
に
は
、
各
家
庭
で

「
安
全
チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
を
設
け
て
、
災
害
へ
の
備

え
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
自
治
区
制
度
の
理
念

を
受
け
継
い
だ
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

計
画
に
つ
い
て
評
価
・
検
証
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
若

者
支
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
の
充
実
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
話
題
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

8
月
に
浜
田
市
出
身
の
三
浦
龍
司
選
手
が
パ
リ
２
０

２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
で
8

位
と
な
り
、
2
大
会
連
続
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
賞
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
ふ
る
さ
と
浜
田
か
ら
も
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
浜
田
高
校
出
身
で

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
浜
田
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
浜

田
市
に
も
津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
平
穏
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
浜
田
市

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
再
度
ご
確
認
い
た

だ
き
、
万
全
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
市
議
会
で
は
、
昨
年
も
様
々
な
取
組
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
応
と
し
て
20
分
に
短
縮
し
て
い
た
議
員
一
人
当

た
り
の
持
ち
時
間
を
、
６
月
定
例
会
議
か
ら
30
分
に

戻
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
定
例
会
議
か
ら
は
、
議

員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
操
作
し
て
、
資
料
を
示
し

な
が
ら
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。

広
報
活
動
と
し
て
は
、
年
４
回
発
行
す
る
「
は
ま

だ
議
会
だ
よ
り
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
の
「
は
ま
だ

議
会
だ
よ
り
m
i
n
i
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、
市
議

会
の
動
き
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
会
議
の
予
定
や
資
料
、
会

議
録
な
ど
を
日
々
更
新
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
会
議

の
動
画
は
当
日
中
に
公
開
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
聴
活
動
と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、「
地

域
井
戸
端
会
」
と
題
し
た
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

28
の
会
場
で
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
回
目
と
な
る
「
は
ま
だ
市
民
一
日
議
会
」

で
は
、
高
校
生
や
大
学
生
を
含
む
11
名
の
方
か
ら
、

浜
田
市
の
未
来
に
向
け
て
の
前
向
き
な
ご
提
案
を
た

く
さ
ん
頂
戴
し
、
議
員
一
同
、
大
き
な
気
付
き
と
元

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
和
田
毅
投
手
が
現

役
引
退
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
で
長
年
活

躍
さ
れ
、
浜
田
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
感
動
と

希
望
を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

11
月
に
は
、
温
泉
総
選
挙
2
０
２
４
に
て
、
美
又

温
泉
が
「
美
肌
部
門
」、
旭
温
泉
が
「
歴
史
/
文
化

部
門
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
1
位
と
な
る
ダ
ブ
ル
受
賞

を
果
た
し
、
こ
の
結
果
も
生
か
し
て
各
温
泉
地
の
魅

力
を
P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。
美
又
温
泉
で
は
、
各

温
泉
旅
館
の
外
湯
を
兼
ね
た
日
帰
り
入
浴
施
設
の
整

備
を
検
討
し
て
お
り
、
更
な
る
誘
客
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

本
年
6
月
19
日
・
20
日
に
、
２
０
２
５
大
阪
・
関

西
万
博
で
石
見
神
楽
の
単
独
公
演
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
、
万
博
会
場
で
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
単
独
公
演
で
は
、
国
内
外

に
石
見
神
楽
の
魅
力
を
発
信
し
、
石
見
神
楽
の
本
場

で
あ
る
浜
田
市
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
浜
田
を
中
心
に
花
開
い
た
石
見
神
楽
文
化

の
伝
統
継
承
と
新
た
な
取
組
を
今
後
も
支
援
い
た
し

ま
す
。

本
年
10
月
に
は
、
新
浜
田
市
が
誕
生
し
て
20
年
を

迎
え
ま
す
。
20
周
年
記
念
式
典
な
ど
、
記
念
事
業
を

開
催
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
お
祝
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
年
も
、
本
市
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
少

子
化
・
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
若
者
へ
の
各

種
支
援
策
を
更
に
推
進
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
浜
田
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
３
年
に
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
初
め
て
開
催
し
た
際
に
い
た
だ
い
た
ご

要
望
が
市
の
政
策
に
反
映
さ
れ
、
昨
年
10
月
に
松
原

町
に
新
た
な
公
園
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
う

れ
し
い
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
調
査
研
究
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
は
、
浜
田
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

か
ら
、
年
額
10
万
円
を
24
万
円
に
改
定
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
の
答
申
が
あ
っ
た
た
め
、
３
月
に
条

例
を
改
正
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
増
額
い
た
し
ま
し

た
。
議
員
ご
と
の
活
用
状
況
や
、
視
察
や
研
修
に
参

加
し
た
際
の
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
に
よ
り
、
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
視

察
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
が
議
員
活
動
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
た
の
か
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
浜
田
市
議
会
は
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
が
各
議
会
の
取
組
を
数
値
化
し
て
公
表

す
る
「
議
会
改
革
度
調
査
」
に
お
い
て
、
全
国
１
５

６
２
の
都
道
府
県
議
会
と
市
区
町
村
議
会
の
う
ち
、

総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
が
13
位
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
・

四
国
・
九
州
地
方
の
中
で
最
上
位
と
な
る
の
は
２
年

連
続
で
、
他
の
自
治
体
か
ら
の
視
察
も
増
え
て
い
ま

す
。
市
議
会
に
お
け
る
情
報
共
有
・
住
民
参
画
・
機

能
強
化
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
う
れ
し
く
感

じ
て
お
り
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
の
議

会
改
革
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
10
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
市
民
に
寄
り
添
い
、

信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
た
４

年
間
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
21
名
の
議
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
残
り
の
任
期
を
全
力
で
務
め
上
げ
る
所
存

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

浜田市長

久保田 章市
浜田市議会議長

　笹田 卓 新年の　あいさつ
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１
月
22
日
・
㈱
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
（
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
運
営
会
社
）

　
　
　
　
　
と
商
品
開
発
支
援
等
の
連
携
協
定
締
結

2
月
２
日
・
㈱
イ
ズ
ミ
と
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
締
結

　
　
15
日
・
浜
田
旅
館
組
合
及
び
浜
田
駅
前
ホ
テ
ル
連
絡
協
議
会
と
災
害

　
　
　
　
　
時
協
定
締
結
（
宿
泊
施
設
提
供
）

　
　
　
　
・
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ
及
び
㈱
原
商
と
災
害
時
協
定
締
結
（
資
機
材

　
　
　
　
　
調
達
等
）

　
　
21
日
・
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
で
歌
手
の
山
崎
て
い
じ
さ
ん
が
「
浜
田　
　

　
　
　
ふ
る
さ
と
祭
唄
」
を
リ
リ
ー
ス

３
月
２
日
・
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
フ
ォ
レ
ス
タ
」
メ
ン
バ
ー
の
大
野
隆

さ
ん
と
竹
内
直
紀
さ
ん
に
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱

　
　
18
日
・
旭
町
の
今
市
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
築
し
利
用
開
始

　
　
31
日
・
浜
田
市
立
雲
雀
丘
小
学
校
が
閉
校
（
推
定
明
治
６
年
開
校
）

　
　
　
　
・
浜
田
市
立
第
四
中
学
校
が
閉
校
（
昭
和
22
年
開
校
）

４
月
１
日
・
浜
田
市
消
防
本
部
の
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
、
運
用
開
始

　
　
26
日
・
周
布
川
西
防
災
セ
ン
タ
ー
開
所

　
　
30
日
・
ク
ル
ー
ズ
船
が
５
年
振
り
に
浜
田
港
へ
寄
港

６
月
14
日
・
第
４
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
発
行

　
　
23
日
・
ど
ん
ち
っ
ち
サ
ポ
ー
ト
Ｉ
Ｗ
Ａ
М
Ｉ
の
取
組
が
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
２
０
２
３
」
に

登
録
さ
れ
、
登
録
証
伝
達
式
を
開
催

　
　
27
日
・
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
青
木
い
つ
希
さ
ん
に
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱

７
月
１
日
・
ア
ク
ア
ス
で
2
頭
の
シ
ロ
イ
ル
カ
が
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産

　
　
　
　
　
（
6
月
24
日
ア
ン
ナ
、
７
月
１
日
ア
ー
リ
ャ
）

　
　
　
　
・
み
の
り
保
育
園
新
園
舎
の
利
用
開
始

　
　
　
　
・
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
開
局
20
周
年

　
　
11
日
・
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
人
気
を
集
め
た
シ
ロ

イ
ル
カ
ア
ー
リ
ャ
永
眠

　
　
16
日
・
双
洋
電
機
㈱
、
㈲
江
木
蒲
鉾
店
に
島
根
県
立
地
計
画
認
定
書

が
交
付
さ
れ
、
覚
書
調
印
（
市
内
に
新
工
場
増
設
決
定
）

今市児童クラブを新築し利用開始

どんちっちサポートIWAMIの取組が日本
ユネスコ協会連盟の「プロジェクト未来
遺産2023」に登録

今市児童クラブを新築し利用開始

日
・
ク
ル
ー
ズ
船
が
５
年
振
り
に
浜
田
港
へ
寄
港
D

どんちっちサポートIWAMIの取組が日本プロレスラー青木いつ希さんに浜田
PR大使を委嘱

クルーズ船が５年振りに浜田港へ寄
港（にっぽん丸の寄港は８年振り）

コーラスグループ「フォレスタ」メンバーの大野隆さ
んと竹内直紀さんに浜田PR大使を委嘱

主なできごと
B

日
・
周
布
川
西
防
災
セ
ン
タ
ー
開
所
Ｃ

Ａ

日
・
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
青
木
い
つ
希
さ
ん
に
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱
F

Ａ 周布川西防災センター開所コーラスグループ「フォレスタ」メンバーの大野隆さＡ

主
な
で
き
ご
と

E

EF

B

Ｃ

D

ユネスコ無形文化遺産登録十周年記念事業
「石州紙まつり」を開催

京都市の八坂神社で第50回となる石見神楽奉納

浜田港に海上自衛隊潜水艦
「くろしお」初入港

温泉総選挙「歴史／文化部門」
において旭温泉が全国第１位

三浦龍司選手がパリ2024オリンピックで８位入賞

浜田港に海上自衛隊潜水艦

令和６年
浜田市の

BB

京都市の八坂神社で第50回となる石見神楽奉納京都市の八坂神社で第50回となる石見神楽奉納G

ポケモンのデザインマンホー
ル「ポケふた」設置

三浦龍司選手がパリ2024オリンピックで８位入賞

温泉総選挙「美肌部門」
において美又温泉が全国第１位

LM

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

ポケモンのデザインマンホーポケモンのデザインマンホー
ル「ポケふた」設置

K

H

J

I
　
　
　
　
・
京
都
市
の
八
坂
神
社
で
第
50
回
と
な
る
石
見
神
楽
奉
納

　
　
18
日
・
浜
田
市
長
が
全
国
市
長
会
過
疎
関
係
都
市
連
絡
協
議
会
の

会
長
就
任

　
　
25
日
・
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
店
で
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
「
わ
が
街
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
運
用
開
始
し
、
市
の
情
報
を
配
信

25
〜
26
日
・
第
68
回
港
湾
都
市
協
議
会
総
会
を
浜
田
市
で
初
開
催

8
月
１
日
・
広
域
基
幹
林
道
三
隅
線
の
全
線
供
用
開
始

　
　
７
日
・
日
本
生
命
保
険
(相)
松
江
支
社
と
健
康
増
進
の
連
携
協
定
締
結

　
　
８
日
・
三
浦
龍
司
選
手
が
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

　
　
　
　
　
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
決
勝
で
８
位
入
賞

　
　
　
　
　
（
浜
田
市
内
で
応
援
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開
催
）

10
〜
11
日
・
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
十
周
年
記
念
事
業
「
石
州
紙

ま
つ
り
」
を
開
催

24
〜
25
日
・
浜
田
港
に
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
「
く
ろ
し
お
」
初
入
港

　
　
31
日
・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
杵
束
地
区
着
工

９
月
１
週
・
防
災
週
間
に
併
せ
て
、「
安
全
チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
の
取
組
開
始

10
月
11
日
・
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
一
般
催
事
で
の
石
見
神
楽
単
独

　
　
　
　
　
公
演
決
定

　
　
20
日
・
ポ
ケ
モ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
「
ポ
ケ
ふ
た
」
設
置

11
月
3
日
・
石
央
文
化
ホ
ー
ル
開
館
30
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
開
催

　
　
５
日
・
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
和
田
毅
投
手
（
浜
田
高
校

出
身
）
が
現
役
引
退
を
発
表

　
　
　
　
・
温
泉
総
選
挙
２
０
２
４

　
　
　
　
　
「
美
肌
部
門
」に
お
い
て
美
又
温
泉
が
昨
年（
う
る
肌
部
門
）

に
続
き
全
国
第
1
位
（
12
月
６
日
に
省
庁
賞
「
地
方
創
生
担

当
大
臣
賞
」
受
賞
）

　
　
　
　
　
「
歴
史
／
文
化
部
門
」
に
お
い
て
旭
温
泉
が
全
国
第
1
位

12
月
１
日
・
石
州
半
紙
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
十
周
年
の
記
念

　
　
　
　
　
式
典
を
京
都
市
の
二
条
城
で
開
催

　
　
８
日
・
し
お
か
ぜ
駅
伝
で
浜
田
A
チ
ー
ム
が
２
年
連
続
優
勝

L

H

ま
つ
り
」
を
開
催
I

M G

日
・
ポ
ケ
モ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
「
ポ
ケ
ふ
た
」
設
置
K

日
・
浜
田
港
に
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
「
く
ろ
し
お
」
初
入
港
J
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３月25日　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニア管打楽器コンクールソロ部門サクソフォーンの部　
中学生コースで銅賞

５月22日　行政相談委員の冨金原完さんが公益社団法人全国行政相談委員連合協議会会長表彰を受賞
７月22日　浜田高校放送部がNHK杯全国高校放送コンテスト「創作テレビドラマ部門」で３位相当の優秀

賞を受賞
８月８日　三浦龍司選手がパリ2024オリンピックの男子3000m障害で８位入賞
９月４日　行政相談委員の杉田雅弘さんが令和６年度総務大臣表彰を受賞
９月９日　内田理久選手が世界ソフトテニス選手権大会の男子国別対抗団体戦で優勝
10月26日　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者スポーツ大会の水泳競技で２位
11月３日　浜田ろう学校の佐々岡希花さんが全国聾学校卓球大会の女子シングルスで優勝
　　　　　浜田ろう学校が全国聾学校卓球大会の女子団体で３位
11月10日　金城中学校吹奏楽部が日本管楽合奏コンテストで２年連続最優秀賞と審査員特別賞を受賞
11月16日  浜田市国民健康保険波佐診療所の佐藤優子医師が第11回やぶ医者大賞（※）を受賞
12月８日 浜田市出身のJリーガー佐々木大樹選手が、所属チーム「ヴィッセル神戸」のJ1リーグ連覇に貢献

　令和６年に世界や全国で活躍された皆さんや　　
　　　　　全国表彰を受けた皆さんを紹介します

             ※　やぶ医者大賞とは、「やぶ医者」の語源が「養父（兵庫県）にいた名医」であったことにちなみ、全国各地で地域医療に貢献している
　若手医師を顕彰するもの

　　　　　浜田市国民健康保険波佐診療所の佐藤　
優子医師が第11回やぶ医者大賞を受賞

　　　　　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニア
管打楽器コンクールソロ部門サクソフォーン
の部中学生コースで銅賞

          行政相談委員の冨金原完さん（右）が公益
　　　 社団法人全国行政相談委員連合協議会会長
　　　 表彰を受賞　

　　　　　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者
スポーツ大会の水泳競技で２位

　　　　　浜田ろう学校が全国聾学校卓球大会の　
女子団体で３位

　　　　　金城中学校吹奏楽部が日本管楽合奏コン
テストで２年連続最優秀賞と審査員特別
賞を受賞

　　　　　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニア　　　　　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニアＡ

Ａ

          行政相談委員の冨金原完さん（右）が公益          行政相談委員の冨金原完さん（右）が公益
　　　 社団法人全国行政相談委員連合協議会会長B

B

３月25日　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニア管打楽器コンクールソロ部門サクソフォーンの部　
中学生コースで銅賞

５月22日　行政相談委員の冨金原完さんが公益社団法人全国行政相談委員連合協議会会長表彰を受賞
７月22日　浜田高校放送部がNHK杯全国高校放送コンテスト「創作テレビドラマ部門」で３位相当の優秀

賞を受賞
８月８日　三浦龍司選手がパリ2024オリンピックの男子3000m障害で８位入賞
９月４日　行政相談委員の杉田雅弘さんが令和６年度総務大臣表彰を受賞
９月９日　内田理久選手が世界ソフトテニス選手権大会の男子国別対抗団体戦で優勝
10月26日　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者スポーツ大会の水泳競技で２位

３月25日　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニア管打楽器コンクールソロ部門サクソフォーンの部　３月25日　第二中学校の西坂ほの花さんが日本ジュニア管打楽器コンクールソロ部門サクソフォーンの部　

５月22日　行政相談委員の冨金原完さんが公益社団法人全国行政相談委員連合協議会会長表彰を受賞
７月22日　浜田高校放送部がNHK杯全国高校放送コンテスト「創作テレビドラマ部門」で３位相当の優秀７月22日　浜田高校放送部がNHK杯全国高校放送コンテスト「創作テレビドラマ部門」で３位相当の優秀

８月８日　三浦龍司選手がパリ2024オリンピックの男子3000m障害で８位入賞８月８日　三浦龍司選手がパリ2024オリンピックの男子3000m障害で８位入賞
９月４日　行政相談委員の杉田雅弘さんが令和６年度総務大臣表彰を受賞
９月９日　内田理久選手が世界ソフトテニス選手権大会の男子国別対抗団体戦で優勝
10月26日　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者スポーツ大会の水泳競技で２位10月26日　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者スポーツ大会の水泳競技で２位

　　　　　浜田市国民健康保険波佐診療所の佐藤　　　　　　浜田市国民健康保険波佐診療所の佐藤　
優子医師が第11回やぶ医者大賞を受賞

　　　　　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者　　　　　浜田養護学校の内田京佑さんが全国障害者
スポーツ大会の水泳競技で２位

　　　　　浜田ろう学校が全国聾学校卓球大会の　　　　　　浜田ろう学校が全国聾学校卓球大会の　
女子団体で３位

　　　　　金城中学校吹奏楽部が日本管楽合奏コン　　　　　金城中学校吹奏楽部が日本管楽合奏コン
テストで２年連続最優秀賞と審査員特別
賞を受賞

Ａ

C

C

　　　　　浜田ろう学校が全国聾学校卓球大会の　　　　　　浜田ろう学校が全国聾学校卓球大会の　D

D

　　　　　金城中学校吹奏楽部が日本管楽合奏コン　　　　　金城中学校吹奏楽部が日本管楽合奏コンE

E

　　　　　浜田市国民健康保険波佐診療所の佐藤　　　　　　浜田市国民健康保険波佐診療所の佐藤　F

F
問合せ 令和７年度全国高等学校総合体育大会浜田市実行委員会
          　（スポーツ振興課高校総体・国スポ・全スポ推進室内）　☎㉕６３０２

高校生のコメ
ン

ト

令和７年度全国高等学校総合体育大会体操競技大会
浜田市で開催！！令和７年

８月２日㈯
８月５日㈫ 

全国高等学校総合体育大会とは？？

　開催地の高校生が大会の成功に向け企画・準備・運営に携わり大会を支えています。
　島根県内の高校生も広報やおもてなし活動、競技補助員などの活動をしています。
　11月９日㈯に開催された「みすみフェスティバル」では、浜田高校の高校生活動推進委員が
大会のPRを行い、ポケットティッシュやチラシを配布しました。

広報はまだでは今月号から４回にわたり

高校
活動

第１回

全国高等学校総合体育大会体操競技大会について特集します！！

　大会の成功へ向けて頑張る高校生たちへの応援をよろしくお願いします。

生

　競技種目別高校生活動推進委員会、
浜田市実行委員会が大会に関する情報
を配信しています。

  interhigh2025_taisoukyougi
【公式】全国高校総体2025体操競技／浜田市

令和７年度全国高等学校総合体育大会体操競技大会

　高校生最大のスポーツの祭典でインターハイと呼ばれ、全国の予選を勝ち抜いた高
校生のトップアスリートが出場します。昭和38年度に第１回大会が新潟県で開催さ
れ、平成22年度の沖縄県までは各都道府県単独で開催されていました。平成23年度か
らは全国を９ブロックに分け、輪番による広域開催となりました。
　令和７年度は中国ブロックで30競技が開催され、浜田市では体操競技を開催します。
選手たちが浜田市に集い、トップレベルの技能を披露し熱戦が繰り広げられます。

初めて現場での広報活動を
行い、とても緊張しました
が、多くの市民の皆さんに
声をかけていただいたり、
笑顔で受け取っていただい
たりして、とても励みにな
りました。今後も大会まで
の期間、PR活動を頑張っ
ていきます！

Instagram

大会日程 ８月２日㈯～５日㈫　※　８月２日㈯は開会式のみ
会　場　　島根県立体育館（竹本正男アリーナ）

～
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【問合せ】大会・ボランティアエイドに関すること
　　　　　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン実行委員会事務局
　　　　　（観光交流課内）　☎㉕９５３１

　申込みに関すること
　㈲Plus value（申込受付受託事業者）
　☎０８５２67２８４４

はまだお魚市場横をスタートしてマリン大橋をわたり、瀬
戸ケ島で折り返して往復するマラソンです。昨年に続き、リ
レー部門とソロ部門でエントリー可能です。リレーマラソン
は、昨年往復3.5kmだったコースを今年度は往復約２kmの
参加しやすいコースに変更し、４時間の制限時間内にどれだ
け周回できるかを競います。ソロマラソンは往復約2.5kmの
コースを４往復する10kmコースと８往復する20kmコース
があります。男女問わずエントリーが可能です。
浜田の特色を生かした参加賞や、ボランティアエイドの設

置を予定しているほか、各部門の１位～３位の人に部門賞を
用意し、ランナーの皆さんに満足していただける大会になる
よう計画しています。
仲間と楽しく走りたい人、記録に挑戦したい人など、たく

さんの参加をお待ちしています。

うみかぜ薫る
リレー＆ソロマラソン

in 山陰浜田港

～マリン大橋４時間走り続け耐～

３月８

ソロ部門

リレー部門

ボランティアエイド大募集
大会当日、ランナーに地元産品の軽食や、補給食を提供するボランティアエ
イドを設置予定です。出走前後、走行中のランナーに向けて特産品や補給食な
どを提供することで、参加者と交流してみませんか？
当日は、大会MCにボランティアエイドを紹介してもらうほか、提供時にテ
ント内でPR活動を行うことも可能です。
提供いただく団体には、１団体につき食材費の1/2（上限10千円）を補助し
ますので、PRの場として活用してください。
※　申込方法など詳細は、市ホームページをご覧ください。
募集期間 １月６日㈪～２月７日㈮
日　　時　３月８日㈯　12:30～16:30（予定）
場　　所　はまだお魚市場横広場
募 集 数　最大４団体（応募多数の場合は、市民や市内事業者を優先）
提 供 品　地元産品の軽食や補給食（大きさは一口サイズ）
提 供 数　１団体につき200食以上

※　提供に必要な椅子、テーブル、テントは実行委員会で用意します。

①インターネット（締切日　２月14日㈮）
公式ホームページ（http://plusvalue.co.jp/
relay_hamada/）からRUNNETのエントリーページ
にアクセスできます。
※　RUNNETの会員登録（無料）が必要です。
※　申込状況により募集期間を延長する場合があり
　ます。

②郵便振替用紙（２月14日㈮必着）
郵便振替用紙（払込取扱票）にて、郵便局で参
加料を添えて申し込んでください。
※　記入方法は公式ホームページをご覧ください。

公式ホームページ
はこちらから
見られます

リレー＆ソロマラソン　参加申込み（締切日　２月14日㈮）

部門 詳細 見込み 参加料
男性 10kmｺｰｽ 自走できる健康な18歳

以上の人（高校生不可）計100人程度 １人4,500円
20kmｺｰｽ

女性 10kmｺｰｽ20kmｺｰｽ

部門 詳細 見込み 参加料
男性 男子２人～15人で構成

年齢を問わない
　　　　　　
計100チーム
平均６～７人
約600人

１人3,500円女性 女子２人～15人で構成
年齢を問わない

男女混合 ２人～15人で構成
性別、年齢を問わない

約２㎞コースを４時間周回・１チーム２～15人

約2.5㎞×４往復＝10㎞コース・約2.5㎞×８往復＝20㎞コース

駐車場
車両通行止め・警備員

通行規制区間

ソロ折り返し

リレー折り返し

スタート＆ゴールリレーポイント

コ ー ス 図

土 開催

開催日 ３月８日㈯
大会スケジュール（変更になる場合があります）

※　参加料には、保険料・リレーマラソン記念タオル・完走証（１チーム１枚）・参加賞を含みます。
※　企業で参加する場合は、企業宛で請求書・領収書を発行します。福利厚生にご利用ください。

日

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

11:30　受付開始
12:10　開会式
12:30 スタート（全部門一斉）
16:30　競技終了

(c)PASCO/(c)Geo Technologies lnc.
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ふるさとにしたくなるまち

移住・定住情報サイト「はまだぐらし」をチェック！！
　仕事や住まい、子育て環境、先輩移住者へのインタビュー記事など、
浜田市への移住・定住の情報を掲載しています。

※　なお、オンラインでの相談は、事前予約制で
　す。「はまだぐらし」の相談予約フォームから
　お問い合わせください。

問合せ
定住関係人口推進課移住定住係　☎㉕９５１１

相談予約は
こちらから
できます

移住
Q＆A

インタビュー
先輩移住者の暮らし 移住の

トリセツ

＼移住の疑問や不安を解消／ ＼移住までのステップを解説します／
移住前後の暮らしの違いなど
リアルな生活をのぞき見

移住・定住相談受付中！（オンラインも可能です）

わくわく浜田生活実現支援事業
　東京23区などから浜田市に移住した人に、移住支援金
を支給します。
補助金額
　１世帯100万円、単身60万円
　※　子ども１人につき100万円加算
支給条件
　 次の要件のいずれかを満たして浜田市へ移住すること
　① くらしまねっとに本事業対象として掲載された求人

に応募して就職が決定した人
　②東京23区在住などの会社員で、移住後も引き続き　
　　業務をテレワークで実施する人
　③移住前に浜田応援団員だった人
　④起業支援金事業の交付決定を受けた人

宿泊費の補助もあります
　浜田市へU・Iターンを検討中の人が
市内の宿泊施設を利用した場合に、その
費用を補助します。
補助金額　１人あたり１泊2,000円
　　　　　（１家族で上限２万円）
利用条件　①定住相談
　　　　　②就職活動又は住居探し

仕事体験詳細

浜田deしごと体験
浜田市での仕事に興味がある大学生や、U・Iターンを検討している人を対象に、市内の事業所で
の仕事体験を実施しています。浜田市の様々な仕事や、働く人に触れられるチャンスです。

建設現場見学や作業体験 介護福祉施設の見学

随 時 受 付 中
期間：半日～３日間

※　事業所ごとに期間が異なります。

体験問合せ

萩・石見空港をご利用ください
定住活動、就職活動、進学活動のため
に萩・石見－東京線を利用する人に、そ
の費用を補助します（浜田市＋萩・石見
空港利用拡大促進協議会の助成）。
補助金額　１人往復最大８千円

「スポーツ」、「農業」、「地域支援」など、様々な分野で活躍できる地域おこし協力隊を募集して
います。浜田市ではこれまでに23人の協力隊員（活動中の隊員を含む）を受け入れ、約６割の人が
定着しています。現在は８人（令和６年11月１日現在）の協力隊員が在籍し、活動しています。

電話や対面、オンラインで随時相談を受け付けています。

　令和６年３月から、スポーツ選手による地域振興事業にて、地域おこし協
力隊に着任したベルガロッソいわみに所属する選手を紹介します。

「浜田への移住」を応援します

やりたい仕事がみつかる

「浜田への移住を検討する」なら…

「移住について相談する」なら…

地域おこし協力隊

サッカー観戦のよう
に、　周りを巻き込
んでまち全体を活性
化し、良いものにで
きたらと思います。

スポーツを通して楽
しみながら、子ども
たちの運動能力の向
上に努めていくこと
が目標です。

インタビュー

はまだぐらしは
こちらから
見られます

そのほかの
U・Iターン者
インタビュー
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13 12

混雑が予想される「市役所本庁第２東分庁舎」での申告相談を、一部事前予約制で受け付けます。
次頁の「予約申込書」と併せてご確認ください。

予約を変更・キャンセルする場合は
「１．税務課窓口」、「２．FAX」で予約した人
⇒　キャンセルのみ直接電話で受け付けます。予約変更を行う場合は、上記手順から再度手続してください。

「３．インターネット」で予約した人
　⇒　インターネットで手続が可能です。予約フォーム内の「予約の変更・キャンセルに関する注意事項」を
　　　お読みください。

１月15日㈬　午前８時30分～
○予約開始日時

予約希望日の前々日の午後11時59分（土・日・祝日を除く）まで
○予約締切

例１）２月14日㈮の予約　…　２月12日㈬の午後11時59分まで
例２）２月17日㈪の予約　…　２月13日㈭の午後11時59分まで

○予約方法
１．税務課窓口 ２．FAX

３．インターネット（24時間受付）

①氏名・希望日時など必要事項を次頁の「予約申込書」
に記載し、市役所開庁時間内（平日：午前８時30分
～午後５時）に税務課（市役所本庁舎２階⑮番窓口）
にお持ちください。

②希望する日時の空き状況を確認後、窓口で予約時間
をお伝えします。

①氏名・希望日時など必要事項を次頁の「予約申込書」
に記載し、FAX送信してください。

②希望する日時の空き状況を確認後、２日以内（土・
日・祝日を除く）に予約時間をFAXで返送します。

※　１月15日㈬午前８時30分以前にFAXで届いた「予
　約申込書」は無効とします。

①市ホームページか上記２次元コードにアクセス。
②必要事項を入力し、希望日時を選択し予約。
③予約フォーム内の「予約に関する注意事項」を必ず
お読みください。

④予約当日に予約内容を確認できるものを持参してく
ださい。

予約フォーム
はこちらから
入れます

注 意 事 項
・予約受付人数は、当日受付予定数の半分を上限とし、
それ以外は従来どおり当日会場での受付とします。

・各支所及び各まちづくりセンターでは、従来どおり当
日各会場での受付とします。

※　浜田市で申告相談・受付ができない人
　（以下のいずれかに該当する人）
　①令和７年１月１日時点で浜田市に住民登録がない
　②１年目の住宅借入金等特別控除の申告（税務署から
　　送付される「住宅借入金等特別控除の計算明細書」
　　を持っていない人）
　③令和７年１月１日以前に亡くなった人の準確定申告
　④令和５年分以前の所得税の確定申告

※　３月２日㈰は休日窓口を開催します。
※　そのほかの会場については、市ホームページ又は広報２月号で確認してください。

○申告相談期間（市役所本庁第２東分庁舎）

２月12日㈬～３月14日㈮（土・日・祝日を除く）

電話・郵便・メールでの予約はできません

問合せ　税務課市民税係　☎㉕９２３２

税の申告相談予約を受け付けます
予約希望日時（２月12日㈬～３月14日㈮　土・日・祝日を除く）※　第３希望まで記載してください。

第１希望 月　　　日（　　　　）　 午前（９時～12時）・午後（13時～17時）・どちらでも

第２希望 月　　　日（　　　　）　 午前（９時～12時）・午後（13時～17時）・どちらでも

第３希望 月　　　日（　　　　）　 午前（９時～12時）・午後（13時～17時）・どちらでも

予約申込書【市役所本庁第２東分庁舎のみ】 ※　１月15日㈬　午前８時30分から予約受付開始

浜 田 市 税 務 課 宛 　 　 FAX ： 0855 － 23 － 6941

■　注意事項　■
事前に整理・作成いただく書類など
・営業、農業、不動産のいずれかの収入があり、青色申告の承認を受けている人
　→「青色申告決算書」を事前にご自身で作成し、完成させてください。
・営業、農業、不動産のいずれかの収入がある人（青色申告者以外の人）
　→「収入金額」や「必要経費」について、項目ごとに集計し、金額を記載したものをご用意ください。
・医療費控除の申告を行う人
　→「医療費控除の明細書」の作成・添付が必要となるため、領収書に基づき「人ごと」・「病院ごと」に金額を集
　計し、金額を記載したものをご用意ください。
　※　あらかじめ整理・作成されていない場合は、申告相談をお受けすることができません。
その他
・１枚の「予約申込書」で申請者（本人）を含め、２人まで予約できます。
・窓口やFAXでの予約は、市が時間を指定するため、希望日・時間帯を第３希望まで必ず記載してください。
　予約時間の指定を希望する場合は、インターネットから予約をしてください。
・３月2日㈰は、休日窓口を開催します。

■　浜田市記入欄　■
・あなたの予約日時は、　　　　　月　　　　　日（　　）　　　　　時　　　　　分　です。
・当日は予約のあった順番で相談を行いますので、この「予約申込書」を持って、予約時間の15分前にお越しください。
・予約時間にお越しいただけない場合は、当日の受付ができない場合があります。
・キャンセルのみ直接電話で受け付けます。税務課市民税係（☎㉕９２３２）までご連絡ください。
・FAX送付状は省略します。

申請者（本人）

住所 浜田市 電話番号
（FAX）

－　　　　－
（　　　　－　　　　－　　　　）

氏名 生年
月日

大・昭・平・令
　　　年　　　月　　　日

職業 ・会社員・年金所得者・農業
・無職・その他（　　　　　　　）

申告内容（該当する項目に○を付けてください）

収入
給与 公的年金 営業 農業
不動産 配当 株式譲渡 土地・建物の譲渡
個人年金 生命保険一時金 シルバー人材センター配分金 その他（　　　　　　）

控除
社会保険料 小規模企業共済等掛金 生命保険料 地震保険料
配偶者・扶養 ひとり親・寡婦 障がい者 雑損（災害）
医療費 寄附金 住宅ローン（２年目以降） その他（　　　　　　）

申請者以外に申告する人

氏名 生年
月日

大・昭・平・令
　　　年　　　月　　　日

職業 ・会社員・年金所得者・農業
・無職・その他（　　　　　　）

申告内容（該当する項目に○を付けてください）

収入
給与 公的年金 営業 農業
不動産 配当 株式譲渡 土地・建物の譲渡
個人年金 生命保険一時金 シルバー人材センター配分金 その他（　　　　　　）

控除
社会保険料 小規模企業共済等掛金 生命保険料 地震保険料
配偶者・扶養 ひとり親・寡婦 障がい者 雑損（災害）
医療費 寄附金 住宅ローン（２年目以降） その他（　　　　　　）
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対象者　18歳以上の人
（令和７年４月１日時点で高校生は不可。定時制は除く）
職種
事務員
必要な資格 Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌを使用可能
報酬 月額　155,975円～187,000円
看護師
必要な資格　看護師資格
報酬 月額　165,325円～195,500円
保健師
必要な資格　保健師資格
報酬 月額　176,290円～202,470円
※　実際の金額は、任用された人の職歴などを換算し
決定します。
※　勤務日（時間）数及び、勤務期間が一定数ある場
合、期末手当（最大2.50月）、勤勉手当（最大2.10月）
の支給があります。
勤務時間　月17日以内、１日７時間45分
※　勤務時間は、職種・勤務場所によって異なります。
勤務場所　市役所本庁舎又は各支所、もしくは学校な
　　　どの出先職場
任用期間　１年以内
※　更新する場合があります。

登録制度（緊急を要する場合など）
年度途中に会計年度任用職員を任用する場合で、ハ
ローワークでの募集に応募がなかった場合や緊急を要
する場合（おおむね１週間以内）などには、登録制度
により、事前に登録名簿に登載した人の中から、面接
試験などにより選考する場合があります。
有効期間　令和８年３月31日まで
この登録は年度ごとに行い、令和６年度に登録して
いる人も、令和７年度の登録を希望する場合には、新
たに登録が必要となります。
登録方法
①令和７年度浜田市会計年度任用職員登録申込書（履
歴書）に記入
※　申込書は市ホームページからダウンロード又は人
事課にあります。
②市販の履歴書に必要事項を記載
※　記入後は市役所本庁舎３階人事課まで持参又は郵
送してください。
※　様式は市ホームページからダウンロード又は人事
課にあります。
受付期間　随時受け付けます。
注意事項　この登録は採用を約束するものではありま
　　　せん。原則ハローワークを通じ募集します。

市では、業務の必要に応じて、市役所や市の施設で働く会計年度任用職員を採用しています。
募集が必要な場合については、原則ハローワークを通じ募集します。

※　令和７年４月１日からの採用については、２月頃からハローワークを通じ募集します。

令和７年度の会計年度任用職員を
　ハローワークを通じて募集します

問合せ 人事課給与係　☎㉕９１３１
　　　〒697-8501　浜田市殿町１番地
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脩
都

作
文
の
部
（
中
学
校
）

最
優
秀
賞

金
城
中
学
校
３
年

佐
々
井

臣

優
秀
賞

第
二
中
学
校
１
年

濱
口

楓
花

金
城
中
学
校
２
年

山
下

美
月

金
城
中
学
校
３
年

宇
川

恵
理
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
１
人

標
語
の
部

優
秀
賞

・
人
を
選
ば
ず

言
葉
選
ん
で

声
か
け
よ
う

勇
気
出
し　
　
谷
口

芳
枝

・
そ
の
言
葉

家
族
だ
か
ら
で
は

許
さ
れ
ま
せ
ん　
　
　
　
　
寺
戸

里
夏

・
み
ん
な
違
う

そ
れ
が
あ
た
り
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
め
る
気
持
ち
育
も
う　
　
　
　
　
長
尾

勝

・
考
え
て
い
ま
す
か

相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
　
更
新
し
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
基
準　
　
　
　
　
塚
村

信
也

・
言
っ
た
人
は
一
瞬

言
わ
れ
た
人
は
一
生　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡

秀
子

・
そ
こ
の
ア
ナ
タ

ひ
そ
ひ
そ
悪
口

聞
こ
え
て
ま
す
よ　
　
　
岡
本

ま
ゆ
み

・
オ
サ
キ
ニ
ド
ウ
ゾ

か
た
こ
と
な
れ
ど

温
か
い　
　
　
　
　
野
上

祥
子

優
秀
賞

第
二
中
学
校
３
年　
　
磯
野

由
来

第
三
中
学
校
３
年　
　
大
音

美
和

浜
田
東
中
学
校
２
年

山
﨑

咲
榎

旭
中
学
校
２
年　
　
　
戎
本

柚
葉

弥
栄
中
学
校
２
年　
　
長
谷
川

瑠
美

三
隅
中
学
校
２
年　
　
長
尾

花
奈

広報はまだ
＼広報紙配信アプリ／

が
スマホ
　広報はまだをはじめ、登録した全国自治体の広報紙が読めるアプリです。
iPhone（アイフォン）とAndroid（アンドロイド）のOSに対応しており、iPadなどのタブレット端末で
も利用可能です。

～マチイロとは～

Android版iOS版

①右記２次元コードから「マチイロ」アプリをダウンロード
②アプリを起動し、「はじめる」　から
               →　「エリアを選択」お住まいの地域設定
　　　　→　「興味のある分野」選択
　　　　→　「性別・年月日」
　　　　→　使用開始

～アプリのインストールと初期設定～

問合せ　市長公室総合調整係
　　　　☎㉕９１５１

で読めるようになりました
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　11月16日㈯に開催した市民憲章推進大会において、市民憲章の理念に基づく啓発・推進・実践
活動などに顕著な功績のあった次の個人９人及び２団体に、表彰状と記念品を贈りました。

【個人の部】
阿部　顕治　（弥栄町木都賀）
今　直樹　　（金城町七条）
岡田　義德　（故人・金城町久佐）
坂本　英明　（下府町）
田中　新一　（金城町小国）

問合せ　まちづくり社会教育課地域活動支援係　☎㉕９２０１

令和6年度 市民憲章表彰

【団体の部】
波佐スポーツ少年団　（金城町波佐）
やさか加工グループの会
　　　　　　　　（弥栄町長安本郷）

被表彰者（敬称略、50音順）

出川　政司　（熱田町）
原　英二　　（三隅町河内）
平川　常夫　（三隅町三隅）
三浦　博志　（下府町）

パブリックコメント（意見公募）を募集します

募集・閲覧期間　２月６日㈭まで
閲覧場所
・子ども・子育て支援課
・子育て世代包括支援センター「すくすく」
・各支所市民福祉課
・中央図書館
・各まちづくりセンター
※　市ホームページでも閲覧できます。

提出・問合せ
・子ども・子育て支援課子ども政策係
　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　☎㉕９３３１・℻  ㉓３４２８

　　mail：kosodateshien@city.hamada.lg.jp
　・各支所市民福祉課（提出のみ）

提出方法
　指定の様式に必要事項を記入の上、直接又は郵送・℻  ・
メールで提出してください。
※　意見を郵送で提出する場合は、募集期間最終日必着です。
※　電話や口頭での意見、氏名・住所が明記されていない意
見は受け付けられません。

※　メールの場合は、件名を「浜田市こども計画（素案）に
係る意見」とし、指定の様式を添付し送信してください。

※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります（中央図書館、各ま
ちづくりセンターを除く）。市ホームページからもダウン
ロードできます。

浜田市こども計画（素案）
　市では、令和７年度から令和11年度までを計画期間とする次の計画について、広く皆さんからの意見を募集します。

市長日記元気な浜田をつくります （令和６年11月）（令和６年11月）市長日記元気な浜田をつくります

石見神楽伝承内容検討専門委員会から提言書の提出を受けました（11月29日）
中国地区港湾協議会意見交換会に出席し
島根県代表として意見表明を行いました
（11月27日）

いわみ福祉会第43回大収穫祭で餅まきに
参加しました（11月23日）

地元小・中学生などの要望を受け、子育て
支援センター「すくすく」跡地に松原公園
を整備し開園式を開催しました（11月22日）

ふるさと寄附新規返礼品の開発報告を受
けました（11月21日）

全国過疎地域連盟副会長として、全国過
疎地域連盟総会に出席し決議表明を行い
ました（11月18日）

大阪市で開催された「故郷応援団～ふる
さとがご縁を結ぶ近畿島根県人会～」に
出席しました（11月17日）

「ごうぎん希望の森・旭」森林保全活動
に参加しました（11月16日）

広島市で開催されたまちづくり・住まい
づくりに関する国土交通省との意見交換
会に参加しました（11月11日）

各地域の産業祭に出席しました
※　写真は旭ふる里まつり（11月10日）

境港市で開催された第15回みなとオアシスSea
級グルメ全国大会に参加し「浜田あんこうとノ
ドグロの旨み焼売」をPRしました（11月９日）

石央文化ホール開館
30周年記念「NHK

のど自慢in浜田市」で
挨拶しました

（11月３日）
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♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い

フィナーレは大迫力の大蛇

地元集落による出店コーナーの様子

出発前に全員集合

出店コーナーの前でにぎわう様子

　11月10日㈰、旭公園市民体育館とその周辺で「旭ふる里まつ
り2024」が開催され、約2,800人の来場者がありました。
　館内では農林産物の品評会や即売会、ダイコンテスト表彰、梨
の皮むき大会、旭地域の各団体の活動紹介、浜田市出身の山崎
ていじさんによる歌謡ショーなどのステージイベント、屋外で
は飲食などの出店や特殊車両の展示などがあり、盛りだくさん
の内容でした。
　今年はあいのりタクシーによる運行導入など、皆さんの意見
を反映して、毎年パワーアップを続けているイベントです。

　11月９日㈯、第17回岡本甚左衛門ウォーキング大会が行われ、
104人が参加しました。江戸時代に七条原を開拓した岡本甚左衛
門ゆかりの地を巡る約6.5㎞のコースで、各ポイントでは、中学
生と地元のガイドがクイズを交えて、その地にまつわる話を分
かりやすく説明していました。
　当日は天候にも恵まれ、参加者は小春日和の中、気持ちよさ
そうに歩いていました。途中の休憩所ではミニコンサートも開
かれ、ウォーキング後は特製きびライスカレーを、みんなでお
いしくいただきました。

　11月３日㈷、弥栄支所前イベント広場で「おいしい食べ物づ
くりと自然を守り心豊かなまちづくり」をテーマに、第35回弥
栄産業まつりが開催されました。秋晴れの少し汗ばむような晴
天の中、約3,000人の来場者がありました。
　ステージでは、保育園児や小学生による子ども神楽、島根県
立大学吹奏楽部による演奏、地元社中による石見神楽の上演な
どが行われ、屋外では、特産品の販売や地元集落による出店コー
ナーなどでにぎわいました。来場者は、「子ども神楽がかわいら
しかった」、「地元野菜が買えて満足」などと話していました。

　11月２日㈯・３日㈷の２日間、第35回さざんか祭りがふれあ
いジム・かなぎを中心に盛大に開催されました。１日目はあい
にくの雨でしたが、２日目はさわやかな秋晴れとなり、２日間
で約6,100人の来場者がありました。
　屋内では、ダンスや神楽などのステージイベントや豪華景品
を用意してのお楽しみ抽選会、そして様々な団体による展示や
農産物の品評会が行われました。屋外では、各地区まちづくり
委員会、地元商工事業者や農業者による屋台などの出店と、多
彩な催しで祭りを盛り上げました。

旭地域最大のイベント
～ 旭ふる里まつり2024 ～

あさひ

弥栄の秋の恵みを堪能
～ 弥栄産業まつり ～

やさか

開拓の地を巡りました
～ 岡本甚左衛門ウォーキング大会 ～

かなぎ

お祭り気分を楽しみました
～ さざんか祭り ～

かなぎ

地域の魅力を再発見した参加者

防災士による非常持出品講習の様子

恒例の餅まきで盛り上がる会場

11月23日㈷、第６回お寺にまつわる文化財巡りが開催され、29
人が参加しました。
　これは、三隅地区生涯学習セミナーの一環として、三隅地区
まちづくり推進協議会が企画したものです。
　参加者は、井野地区にある明覚寺と徳泉寺を訪れ、建造物や
文化財を拝観し、それぞれの歴史について学びました。その後、
バスで井川の一本桜まで移動し、そこから安養寺までの約１㎞
を歩き、秋の景色を楽しみました。参加者は「地域の文化や歴
史を知る良い機会となった」と話していました。

　11月17日㈰、杵束まちづくりセンターの企画で、地震体験車
試乗及び非常持出品講習会が弥栄会館で開催されました。あい
にくの雨模様にもかかわらず、多くの人が参加しました。
　参加者は地震を体験できる地震体験車で揺れの強さを実感し、
「こんなに大きな揺れを体験するのは初めてだった。全国各地
で地震が発生しているので、日頃から備えておかなければなら
ないと強く感じた」と話していました。また、防災士による非
常持出品に関する講習を受けた参加者は、「いざという時のため
に、自宅に必要な物を準備しておきたい」と話していました。

　11月９日㈯・10日㈰の２日間、三隅中央公園でみすみフェス
ティバルが開催され、約7,500人の来場者がありました。今年は、
現在の名称に改められてからは30回目、昭和43年の「産業祭」
から数えると50回目となる節目の開催となりました。
　ステージでは、浜田市出身の山崎ていじさんによる歌謡
ショーや、シンガーソングライター Lilyさんのライブ、三隅中
学校吹奏楽部の演奏、餅まきなどが行われました。また、地元
特産品の販売や飲食の出店、様々な団体による作品展示なども
行われ、両日とも多彩な催しで、笑顔と歓声があふれました。

地域の魅力を再発見
～ お寺にまつわる文化財巡り ～

みすみ

いざという時に備えて
～ 地震体験車試乗及び非常持出品講習会 ～

やさか

地域の絆と未来をつなぐ
～ みすみフェスティバル2024 ～

みすみ

♥Town Topics

　11月22日㈮、松原公園の開園式が行われ、近くの保育所の園
児や関係者など約50人が参加しました。松原公園は、地区の小
中学生の「近くに遊べる公園がほしい」という声を受け、市が
子育て支援センター「すくすく」の跡地の一部を整備したもの
です。
　除幕式では、関係者とともに園児全員が参加して除幕用の綱
を引っ張り、遊具をお披露目しました。その後、園児たちは、
「近くに公園ができてうれしいね」などと話しながら、完成し
たばかりの遊具で遊んでいました。

新しい公園ができました
～ 松原公園開園式 ～

はまだ

完成したばかりの遊具で遊ぶ園児
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う
庁
舎

停
電
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し

て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
の
証

明
書
発
行
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時

１
月
11
日
㈯

終
日

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

１
月
26
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マイナンバー
カードの詳細
はこちらから
見られます

令
和
６
年
１
月
、
能
登
半
島
を
中

心
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
震

の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
意
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

市
で
は
、
２
月
に
地
震
体
験
車
で

地
震
体
験
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
防
災
に
関
す
る
知
識
、
技
術
を
習

得
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
３
日
㈪
〜
27
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

料
金

無
料

申
込
要
件

・
３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
停
車
で
き
る
駐

車
場
、
広
場
が
あ
る
こ
と

・
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
学
校
単

位
で
お
お
む
ね
20
人
以
上
の
参
加

者
が
見
込
め
る
こ
と

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
希
望
に

沿
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

1
月
6
日
㈪
〜
24
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課

☎
㉒
１
１
６
７

安
全
安
心

防
災
防
犯
メ
ー
ル
を
活
用
し

ま
し
ょ
う

市
で
は
、
気
象
情
報
や
防
災
危
機

情
報
、
防
犯
交
通
情
報
を
「
防
災
防

犯
メ
ー
ル
」
や
「
各
種
S
N
S
」
で

配
信
し
て
い
ま
す
。

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、
メ
ー
ル

な
ど
で
受
信
し
た
情
報
は
、
内
容
を

何
度
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
非
常
に
有
効
な
情
報
収
集
手
段

で
す
。

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
こ

の
機
会
に
登
録
し
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

①t-ham
ada@

sg-p.jp

に
メ
ー
ル

を
送
信
。

※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

二
次
元
コ
ー
ド
対
応
の
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

ア
ド
レ
ス
（
U
R
L
）
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
。

③
受
信
希
望
情
報
と
住
ま
い
の
地
域

を
選
び
、「
確
認
」
を
選
択
。
次

に
表
示
さ
れ
る
登
録
確
認
画
面
で

「
登
録
」
を
選
択
。

④
登
録
が
完
了
す
る
と
、
登
録
完
了

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※

返
信
メ
ー
ル
が
返
っ
て
来
な
い

時
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
が
原
因

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
こ
ち
ら
の
ド
メ
イ
ン
「@

sg-p.jp

」を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
登
録
方
法

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達
追
加
か
ら
「@

ham
ada-city

」
を
検
索
す
る

か
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
友
達
追
加
。

公
式
Ｘ
（
旧Tw

itter

）
の
登
録
方
法

検
索
画
面
で
、「@

ham
ada_

bousai

」
と
検
索
。

F
a
c
e
b
o
o
k
の
登
録
方
法

検
索
画
面
で
、「
浜
田
市
防
災
防

犯
情
報
」
と
検
索
。

※

登
録
で
き
な
い
時
や
不
明
な
点

は
、
防
災
安
全
課
、
各
支
所
防
災

自
治
課
又
は
、
市
内
の
各
携
帯
電

話
シ
ョ
ッ
プ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
な

ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。希

望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

調
査
員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査

実
施
の
際
に
改
め
て
市
か
ら
依
頼

し
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
依

頼
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回

収
④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
）

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い

ま
す

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
に
、
国
で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い

ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
場
合

に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約
２
か
月

間
）、
国
か
ら
任
命
さ
れ
る
非
常
勤

の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課
総
務
管
理
係

☎
㉕
９
１
２
０

自
転
車
を
利
用
す
る
人
へ

浜
田
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

全
て
の
自
転
車
利
用
者
は
、「
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
」
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浜
田
市
内
で
、
自
転
車
を
利
用
中

の
２
０
０
人
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
状

況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
着
用
率
は

36
％
で
し
た
。

中
学
生
の
着
用
率
は
１
０
０
％
で

す
が
、
高
校
生
か
ら
は
着
用
率
が
著

し
く
下
が
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
や
転
倒
時
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
自
転
車
に
乗
る
と
き

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

う
。

浜田市内の自転車ヘルメットの着用状況

着 非着 計 着用率

中学生 54人 0人 54人 100％

高校生 2人 48人 50人 2％

成人 9人 60人 69人 13％

高齢者 7人 20人 27人 26％

合計 72人 128人 200人 36％

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら
「
自
転

車
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
」、「
自
転
車
の

酒
気
帯
び
運
転
」
の
罰
則
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

自
転
車
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
警
察
署
交
通
課

☎
㉒
０
１
１
０

地
震
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

猫
の
繁
殖
制
限
手
術
補
助
金

今
年
度
も
例
年
と
同
様
に
、
年
度

途
中
で
予
算
額
の
上
限
に
達
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

繁
殖
制
限
手
術
を
し
た
人
（
個

人
）、
希
望
す
る
町
内
会
・
自
治
会

は
早
め
に
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
エ
サ
を
や
っ

て
い
る
人
へ

無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

む
や
み
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
、

多
く
の
猫
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
猫
が
近
隣
に
フ
ン
や
尿
を
し
た
り
、

畑
や
花
壇
を
荒
ら
し
た
り
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
猫

は
繁
殖
能
力
が
強
く
、
地
域
に
猫
が

増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
エ

サ
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
責
任
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

猫
の
繁
殖
制
限
手
術
補
助
金

な
ど
の
お
知
ら
せ
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

産

業

地
域
活
性
化

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
見られます

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
地
域
で
い
き
い
き
と

活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
す
る
団
体
な
ど
に
助
成
し
て
い
ま

す
。 公

益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

対
象
団
体

・
県
内
の
女
性
を
中
心
に
活
動
す
る

民
間
団
体
・
グ
ル
ー
プ

・
構
成
員
は
お
お
む
ね
10
人
以
上
（

初
回
申
請
の
み
５
人
以
上
）
で
、

そ
の
半
数
以
上
が
女
性

※

た
だ
し
次
の
⑤
は
2
人
以
上

（
う
ち
女
性
が
半
数
以
上
）
の
団

体
で
申
請
可
能

・
代
表
者
が
女
性
で
、
役
員
の
半
数

以
上
が
女
性

対
象
事
業

４
月
１
日
〜
令
和
8
年

３
月
31
日
に
実
施
す
る
次
の
事
業

①
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

②
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

③
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

④
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

⑤
働
く
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り

助
成
金
額

１
件
あ
た
り
対
象
経
費

の
２
／
3
を
助
成
（
1
万
円
単
位

で
上
限
50
万
円
）

※

②
⑤
は
、
対
象
経
費
全
額
を
助

成（
1
万
円
単
位
で
上
限
10
万
円
）

募
集
締
切
日

１
月
15
日
㈬

申
請
方
法

申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※

申
請
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
舎

２
階
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
及
び
各
支
所
防
災
自
治
課
に

あ
り
ま
す
。

助
成
決
定

３
月
下
旬
予
定

申
請
・
問
合
せ

公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

☎
０
８
５
４
84
５
５
１
４

税
務
・
納
税

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定
申
告
の
際
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と
「
パ

ス
ワ
ー
ド
（
２
種
類
）
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い

す
で
に
85
％
以
上
の
人
が
、
市
役

所
及
び
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
に

来
場
せ
ず
に
確
定
申
告
し
て
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
申
告
で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り

対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス

ワ
ー
ド
（
２
種
類
）

①
署
名
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー

ド
（
英
数
字
６
〜
16
文
字
）

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
パ

ス
ワ
ー
ド
（
数
字
４
桁
）

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
な

ら
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
だ
け
で
、

自
動
計
算
で
申
告
書
が
完
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

で
控
除
証
明
書
な
ど
の
デ
ー
タ
が
自

動
入
力
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
へ
の
来
場
を
検
討
し

て
い
る
人
へ

申
告
会
場
で
は
、
自
身
で
の
ス
マ

ホ
操
作
に
よ
る
申
告
書
の
作
成
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
利
用
す

る
た
め
の
事
前
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

浜
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら

せ

申
告
に
困
っ
た
と
き
は
こ
ち
ら
で
解
決

①
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の

操
作
方
法
な
ど
を
動
画
で
案
内
し

ま
す
（
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

な
ど
）。

確定申告書等
作成コーナー
はこちらから

マイナポータル
連携の詳細は
こちらから

動画で見る
確定申告

チャットボット
「ふたば」

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業
用

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

１
月
31
日
㈮

※

償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

償
却
資
産
申
告
書
（
12
月
中
旬
送

付
済
み
）
に
同
封
し
て
い
る
「
申

告
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

だ
さ
い
。

※

償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
人
又
は
圧
着
は
が
き
で
申

告
案
内
が
あ
っ
た
人
で
資
産
の
増

減
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

☎
㉕
９
２
３
３

令
和
７
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

②
質
問
し
た
い
こ
と
を
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
選
択
も
し
く
は
入
力
す
る
と

「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」（
Ａ
Ｉ
）

が
回
答
し
ま
す
。

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業(

相
対
契

約)

が
廃
止
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
、
貸
手

(

地
権
者)

と
借
手(

耕
作
者)

の
「
相

対
契
約
」
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り

が
、
令
和
７
年
４
月
以
降
は
廃
止
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

に
「
相
対
契
約
」
で
結
ば
れ
た
契
約

は
、
令
和
７
年
４
月
以
降
の
相
対
契

約
終
了
ま
で
有
効
で
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
へ
の
移
行

（
令
和
７
年
４
月
以
降
）

「
地
域
計
画
策
定
済
の
地
域
」で
、

新
た
に
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
場

合
は
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
を
通

じ
た
手
続
が
必
要
で
す
。

貸
し
借
り
期
間
は
、
原
則
３
年
以

上
と
な
り
ま
す
。

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
を
通
じ

た
農
地
貸
借
の
申
請
は
、
農
林
振
興

課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
受
け

付
け
、
目
標
地
図
と
の
適
合
確
認
な

ど
を
行
い
ま
す
。

※
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
と
は
、

地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に
農

地
の
集
積
を
進
め
る
た
め
、「
地

域
計
画
」
に
基
づ
き
、
所
有
者
な

ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担
い

手
な
ど
へ
貸
付
け
を
行
い
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
機
関

で
す
。

農
地
法
第
３
条
に
よ
る
農
地
の
貸
し

借
り
（
令
和
７
年
４
月
以
降
）

「
農
地
中
間
管
理
機
構
の
貸
し
借

り
」
を
利
用
で
き
な
い
農
地
（
地
域

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
地
域
な

ど
）
は
、「
農
地
法
第
３
条
」
に
よ

る
手
続
が
必
要
で
す
。

「
農
地
法
第
３
条
」
に
よ
る
手
続

は
、
農
業
委
員
会
へ
貸
し
借
り
の
許

可
申
請
を
行
い
、
総
会
で
承
認
さ
れ

る
こ
と
で
貸
し
借
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
地
の
貸
し
借
り
の
手
続
が

変
わ
り
ま
す

確
定
申
告
会
場
に
つ
い
て

会
場
設
置
期
間

２
月
17
日
㈪
〜
３

月
17
日
㈪
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

相
談
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

浜
田
税
務
署
２
階

※

会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

理
券
」
が
必
要
で
す
。

※

入
場
整
理
券
は
各
会
場
で
当
日

配
付
し
ま
す
が
、
２
月
17
日
㈪
相

談
分
以
降
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
可
能
で

す
。

※

入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
応

じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

来
場
す
る
場
合
は
、
上
記
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
も
の
を
準
備
の

上
、
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
税
務
署

☎
㉒
０
３
６
０

マイナポータル
連携の事前準備
の詳細は
こちらから
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安
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安
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生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
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保
険・医
療・年
金

人
権
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育・文
化・ス
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ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

子

育

て

国際交流員コラム

あけましておめでとうございます。中国国際交流員の王です。
皆さんは、まだ新年の雰囲気に浸っていることでしょうね。中国の新年である旧正月の「春節」は、日本の明治
維新前の新年と同じ日です。春節は中国人にとっては一年で最も盛大な祝日です。家族と離れて暮らす人々は、帰
省して家族と一緒に新年を迎えます。ちなみに、今年の春節は１月29日㈬になります。
厳密に言うと、春節は旧暦の元日当日のことを指しますが、実際には、人々は旧暦の12月23日から春節の準備を
始めます。春節のお祝いは元宵節（旧暦１月15日）まで続きます。この期間中で一番重要な日は大晦日で、中国語
では「除

チュウ シィ

夕」といいます。日本では大晦日より元日のほうが重要なイメージがあり少し違いますよね。
中国各地の春節の風習は地域により異なりますが、ほぼ全国で年末大掃除、書初めを貼る、邪気払いの絵を貼る、
爆竹を鳴らす、年越しの食事、年越しをする、親戚を訪ねて年始の挨拶をする、お年玉を渡すなどの行事があります。
中国北宋時代の著名な政治家であり詩人でもある王

ワーン アン シー

安石の詩作「元
ユエン リー

日」は、春節の風情が存分に盛り込まれた佳
作としてよく知られています。

年越し飯 書初め

中国春節小話
王
オウ

哲
テツ

さん

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

令
和
７
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額

月
額
５
万
円
以
内

※

生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
場
合
、

入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職

準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加

算
が
あ
り
ま
す
。

※

ほ
か
の
貸
付
事
業
と
併
用
す
る

場
合
、
一
部
取
扱
い
が
異
な
り
ま

す
。

貸
付
利
子

無
利
子

貸
付
期
間

２
年
間

返
還
免
除

卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
限

１
月
31
日
㈮
ま
で

※

２
次
募
集

４
月
１
日
㈫
〜
５
月
16
日
㈮

問
合
せ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

☎
０
８
５
２
32
５
９
５
３

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子

無
利
子

貸
付
期
間

２
年
間

返
還
免
除

卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間

上
記
県
社
協
貸
付
決
定

な
ど
の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）
貸
付
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係
る

資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象

令
和
７
年
４
月
の
進
学
な
ど

を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
父
・
母

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

・
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
人

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資

金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に

就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

料・書
籍
代・交
通
費
な
ど
の
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業
す

る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や
被
服

な
ど
の
購
入
資
金
）

※

島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が
で

き
な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

※

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
な

ど
に
つ
い
て
、
貸
付
限
度
額
か
ら

給
付
額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範

囲
で
併
給
が
可
能
で
す
。

※

貸
付
申
請
後
に
新
制
度
の
決
定

を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
決
定
通

知
書
を
も
っ
て
市
な
ど
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
並
び
に
寡

婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る

資
金
（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場

合
は
利
子
年
1
・
0
%
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
に
必
要
な

知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
）

申
請
締
切
日

２
月
28
日
㈮

申
請
・
問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
課
子
ど
も
政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

　　　元日

爆竹声中一歳除
春風送暖入屠蘇
千門万戸曈曈日
総把新桃換旧符
　　　　　　　　　

　意味

爆竹の音がけたたましく鳴り響く中、一年が終わりました。
暖かい春の風を迎え、思う存分に屠蘇酒（邪気払いの薬酒）を飲みます。
昇ったばかりの太陽が人々の家を照らして、
古い桃符（桃木で作った邪気払いの護符）を取り外して、新しい桃符を取り換えます。

しかしながら、時代の発展とともに、春節の風習もいろいろ変わっています。
詩にある爆竹を鳴らすということは、近年政府に禁止されました。爆竹を燃やす際に発生する煙が環境を汚染す
ると考えられているからです。家内安全のために戸口にかける桃符は、桃木に鬼退治の神の名前を書いていました
が、現在は紙に武将の画像を印刷するようになりました。ちなみに石見神楽の登場人物鍾馗と三国時代の関羽、張
飛も、よく門神（邪気払いの人物）として使われています。
いくつかの古い風習が消える一方で、新しい風習も生まれています。
大晦日の夜、家族が年越しの食事をしながら、CCTV（中国国営の公共放送テレビ局）の「春節聯

リエンホワン

歓晩会」（略
称「春

チュン ワン

晩」）を見ます。日本の紅白歌合戦に似ていますが、「春晩」は歌だけではなくて、ダンス、漫才、コント、
マジック、武術、京劇（伝統芸能）など様々なジャンルのパフォーマンスがあります。
そのほかに、デジタル技術の進歩により、現金ではなく電子マネーのお年玉がどんどん増えてきました。技術に
しても風習にしても、時代の進歩とともに少しずつ発展しています。
皆さんの新しい一年が、昨年よりも更にすてきなものになるよう願っています。どうぞ良い年をお過ごしくださ
い！

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
６
年
分
の
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

対
象

令
和
７
年
１
月
１
日
に
浜
田

市
に
住
所
が
あ
る
人

※

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
退
職

者
に
つ
い
て
も
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
方
法

給
与
支
払
報
告
書
は
、
１
人
に
つ

き
１
枚
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
提
出
用
の
「
総
括
表
」
と

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切

紙
）」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

送
で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま
す
。

※

必
ず
、
令
和
７
年
度
用
（
令
和

６
年
分
）
の
新
様
式
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、

光
デ
ィ
ス
ク
や
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の

提
出
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

１
月
31
日
㈮

早
め
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉕
９
２
３
２

令
和
７
年
度
市
民
税
県
民
税

（
兼
国
民
健
康
保
険
料
等
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

２
月
上
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の

間
、
市
民
税
県
民
税
な
ど
の
申
告
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

各
会
場
（
各
支
所
・
出
張
申
告
会

場
）
の
日
程
や
時
間
、
申
告
書
用
紙

や
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
は
、「
広

報
は
ま
だ
」２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉕
９
２
３
２

訂
正「広

報
は
ま
だ
」
12
月
号
の
Ｐ
8

に
次
の
と
お
り
部
門
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

「
浜
田
市
美
術
展
受
賞
者
一
覧
」
内

教
育
委
員
会
賞

受
賞
者

森
下
沙
和

題
名

東
壁

部
門　
　
誤

書
第
１
部

　
　
　
　
正

書
第
２
部

2425 広報はまだ：令和７年１月号広報はまだ：令和７年１月号



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
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健
康
・
福
祉

1月各種がん検診の日程

・検診前の体調確認のご協力をお願いします。
・マスクの着用は個人の判断となりますが、重症化
リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊
婦）に感染を広げないために、検診時のマスクの
着用についてご協力をお願いします。
・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目
以降全額自己負担となります（妊婦検診のHPV
検査を含む）。
・各がん検診には標準的な受診間隔があります。そ
の間隔に当てはまらない場合は、受診をお断りす
ることがあります。

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
２月28日㈮まで
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０-０８５-１１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場

１月18日㈯  9:30～11:30 浜田市役所13:30～15:30 市役所三隅支所
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

大腸がん検診
対象　40歳以上
申込方法
・申込期間中にいずれかの会場の専用ボックスに、　
　受診票を提出してください。
・後日、自宅に検査容器を郵送します。
・４月の広報はまだと一緒に配布した各種健（検）　
　診日程表の９ページの受診票も活用してください。
※　グループや事業所での取りまとめも可能です。
※　市役所健康医療対策課で申込みした人は、その
　場で容器をお渡しします。

申込期間 会　場 検査容器
送付時期

1月７日㈫
～16日㈭

※　開館時間
　を確認して
　ください。

市役所健康医療対策課

２月初旬

大麻まちづくりセンター
美川まちづくりセンター
長浜まちづくりセンター
周布まちづくりセンター
石見まちづくりセンター
国府まちづくりセンター
国府まちづくりセンター
有福分館

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間
山根病院　三隅分院
２月28日㈮まで
浜田医療センター内　健診センター
２月28日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院　☎32４３４３
予約受付
　　　　毎週月・水・木曜日
        10:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　10:00～12:00
実施日　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
　　　　毎週火曜日　10:00～12:00

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対象 20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

１月18日㈯  9:30～11:30 浜田市役所
13:30～15:30 市役所三隅支所

問合せ 健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

次
の
地
区
に
つ
い
て
、
新
し
い
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
（
敬
称
略
）。

任
期
は
令
和
７
年
11
月
30
日
㈰
ま

で
で
す
。

令
和
６
年
11
月
１
日
か
ら

旭
地
区

来
尾
（
全
域
）、
市
木
（
平
松
）

民
生
児
童
委
員

田
村

豊

令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

石
見
地
区

浅
井
町
（
５
‐
１
、
５
‐
２
、
５

‐
３
町
内
）

民
生
児
童
委
員

圡
井

眞
紀
子

長
浜
地
区

全
域

主
任
児
童
委
員

横
田

裕
二

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す

子宮頸がん
検診の申込は
こちらからも
できます

大腸がん検診
の申込は
こちらからも
できます
※１月16日㈭まで

令
和
７
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

浜
田
地
域
９
か
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
小
学
校
の
児
童
の
生
活
指

導
に
当
た
る
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件

次
の
①
〜
⑦
の
う
ち
、

1
つ
以
上
を
満
た
す
人

※

主
任
支
援
員
は
①
及
び
支
援
員

経
験
２
年
以
上
を
満
た
す
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
又

は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人

④
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保
育

所
（
園
）・
児
童
厚
生
施
設
・
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
人

⑤
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る
人

⑥
大
学
に
て
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体

育
学
を
専
修
す
る
学
科
を
修
了
し

卒
業
し
た
人

⑦
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ
る

人

放課後児童クラブ支援員募集
職種 募集人数 勤務日数 勤務日 勤務時間

主任支援員 １人 月～土曜日のうち、５～６日
月～金曜日 12:00～18:30の６時間程度
土曜日  7:30～18:30のうち５時間程度

支援員 １人 月～土曜日のうち、５～６日
月～金曜日 13:00～18:30の４～５時間程度
土曜日  7:30～18:30のうち５時間程度

代替支援員 ５人 月～土曜日のうち、勤務可能な日
月～金曜日 13:00～18:30の４～５時間程度
土曜日  7:30～18:30のうち５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、7:30～18:30のうち５時間程度

雇
用
期
間

４
月
〜
令
和
８
年
３
月

勤
務
日

日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年

末
年
始
を
除
く
日

申
込
締
切
日

１
月
22
日
㈬

申
込
方
法

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
写
真
を
貼
付
の
上
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

面
接
・
書
類
に
よ
る
選
考

※

雇
用
条
件
な
ど
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
課
子
ど
も
政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

を
し
ま
す

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

及
び
市
民
税
県
民
税
の
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
が
、
同
等
の
障
が

い
の
あ
る
人

※

既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
、
認

定
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
前
年
度

と
障
が
い
の
程
度
が
変
わ
ら
な
い

人
や
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額
（
市
民
税
県
民
税
）

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
　
30
万
円

控
除
額
（
所
得
税
）

・
障
害
者
控
除　
　
　
　

27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
　
40
万
円

※

障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
3
５
万
円
以
下
の
人
は
、

市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

保
険
・
医
療

年

金

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。

前
納
制
度
に
は
、
口
座
振
替
・
現

金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
あ
り
ま
す
。

※

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割

引
額
は
現
金
納
付
と
同
じ
で
す
。

令和６年度国民年金保険料納付額
※　令和７年度の保険料額は、２月上旬に告示する予定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付及び翌
月末振替の口座振替） 16,980円 なし
毎月納付｢早割｣（当月末振替の口座振替） 16,920円 60円
６か月分前納（現金納付） 101,050円 830円
６か月分前納（口座振替） 100,720円 1,160円
１年分前納（現金納付） 200,140円 3,620円
１年分前納（口座振替） 199,490円 4,270円
２年分前納（現金納付） 398,590円 15,290円
２年分前納（口座振替） 397,290円 16,590円

申
込
み

前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
又
は
年
金
事
務

所
へ
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

２
月
28
日
㈮
（
年
金
機
構
必
着
）

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
年
金
事
務
所　
　
　

☎
㉒
０
６
７
０

教
育
・
文
化

令
和
７
年
度
浜
田
市
山
藤
功

奨
学
金
（
給
付
型
）
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
出
身
の
故
山
藤
功
さ
ん
の

ご
遺
志
を
受
け
継
が
れ
た
山
藤
法
子

さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し

た
、
返
還
の
必
要
が
な
い
給
付
型
の

「
山
藤
功
奨
学
金
」
の
令
和
７
年
度

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。　
　
　
　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
優
れ
た
素

質
と
向
学
心
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学

生
に
対
し
、
奨
学
金
を
支
給
し
、
学

業
に
専
念
で
き
る
よ
う
修
学
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
市
が
行
う
そ
の
ほ
か

の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
申
請
は
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す

る
人

・
本
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
に
進
学
予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項

で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀

な
人

募
集
人
員

２
人

支
給
金
額

月
額
３
万
円

支
給
期
間

大
学
在
学
の
４
年
間

※

年
2
回
、
4
月
（
初
年
度
は
７

月
）
と
10
月
に
半
分
ず
つ
支
給
し

ま
す
。

募
集
期
間

１
月
６
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈪

応
募
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

募
集
要
項
に
あ
る
提
出
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
・
申

請
書
は
、
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み

の
高
等
学
校
、
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
（
各
支
所
教
育
委
員
会
分

室
）に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
㉕
９
７
０
０

令
和
７
年
度
浜
田
市
奨
学
金

（
貸
与
型
）
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す

優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち
な

が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
学
生
な
ど
に
対
し
、
修
学

支
援
の
た
め
の
奨
学
金
を
貸
与
し
ま

す
。
ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
市
が
行
う
ほ
か

の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
申
請
は
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す

る
人

・
本
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
高
等
学
校・中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
に
限
る
）、
高
等
専
門
学

校
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
（
専
門
課
程
に
限
る
）
に
進
学

予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項

で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀

な
人

募
集
人
員
・
貸
与
額
な
ど

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

募
集
人
員

10
人
程
度

貸
与
額

月
額
１
万
円

返
還
期
間

６
年

大
学・短
期
大
学
及
び
専
修
学
校（
専

門
課
程
）

募
集
人
員

20
人
程
度

貸
与
額

月
額
３
万
円

返
還
期
間

12
年

共
通
事
項

利
息

無

※

年
2
回
、
4
月
（
初
年
度
は
７

月
）
と
10
月
に
半
分
ず
つ
貸
与
し

ま
す
。

※

卒
業
の
翌
月
か
ら
２
年
を
経
過

し
た
後
、
期
間
内
に
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※

卒
業
後
一
定
期
間
浜
田
市
に
在

住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
一
部
返
還
が
免
除
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

１
月
６
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈪

応
募
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
要
項
に

あ
る
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
申
請
書
は
、
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
中
学
校
・
高
等
学

校
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
各

支
所
教
育
委
員
会
分
室
）
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※

保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激
な

変
化
に
よ
り
修
学
が
困
難
に
な
っ

た
人
を
対
象
と
す
る
浜
田
市
緊
急

奨
学
金
貸
与
者
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
㉕
９
７
０
０

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
へ
の

寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
県
内

大
学
な
ど
に
在
籍
の
私
費
留
学
生
へ

支
給
す
る
奨
学
金
へ
の
寄
付
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

私
費
留
学
生
は
日
本
の
物
価
が
出

身
国
に
比
べ
て
高
い
こ
と
か
ら
、
経

済
的
に
厳
し
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
苦
労
し
て
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。寄

付
者
は
税
制
優
遇
の
メ
リ
ッ
ト

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

寄
付
金
額

企
業
・
団
体

　
　
　
　
１
口
１
０
０
０
０
円
か
ら

個
人　
　
１
口
１
０
０
０
円
か
ら

寄
付
方
法

振
込
又
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済

期
限

１
月
31
日
㈮

問
合
せ

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
国

際
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉛
５
０
５
６

しまね国際
センターの
ホームページは
こちらから
見られます

睡眠時間
の目安

睡眠時間
の目安

睡眠時間
の目安

健 康 コラムコラム

眠ベストな睡

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

健康づくりのためによい睡眠を心がけましょう
　子どもから高齢者まで全ての年代において睡眠は健康の保持・増進に不可欠な休養活動です。
　「適正な睡眠時間の確保」と「睡眠休養感の向上」は、取り組むべき重要課題であるとともに、健
康寿命の延伸に有効です。良質な睡眠をとることは、プロのスポーツ選手のよいパフォーマンスにも
つながることから、睡眠の大切さが唱えられています。

　健康日本21（第３次）（厚生労働省の定め
る新しい考え方による国民健康づくり運動）
において、「休養・睡眠分野」における目標・
指標を次のとおり掲げています。
①「睡眠で休養がとれている者の増加」
②「睡眠時間が十分に確保できている者の増
加」

　国は、「健康づくりのための睡眠ガイド
2023」を策定しました。今回の推奨事項で「子
ども」、「成人」、「高齢者」と年代別にとりま
とめています。

時間は
どれくらい？

成人 高齢者

子ども

・朝は太陽の光を浴びて、朝食を
　しっかりとり、日中は運動をし
　て、夜更かしの習慣化を避けま
　しょう。

小学生：９～12時間
中学・高校生：８～10時間

床上時間が８時間以上にならない
こと

６時間以上
（個人差あり）

・必要な睡眠時間を確保しましょう。
・食生活や運動などの生活習慣や寝
　室の睡眠環境などを見直し、睡眠
　休養感を高めましょう。
・日中は長時間の昼寝を避け、活
　動的に過ごしましょう。

・食生活や運動などの生活習慣
や寝室の睡眠環境などを見直
し、睡眠の質を高めましょう。
・睡眠の不調、睡眠休養感の低
下がある場合は、病気が潜ん
でいる可能性があるため注意
しましょう。

※　身体の状況など個人差があることを踏まえ、個人の状況に応じ
　た対応が求められています。
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浜田市防災防犯情報SNS
浜田市の防災・防犯・交通安全などに関

する情報を、LINEやTwitter、Facebook
などのSNSで発信しています。
「いいね！」をお願いします。

問合せ　防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

教
室・講
座

伝 言 板
まちかど

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
　
　
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

１
月
20
日
㈪
〜
31
日
㈮

抽
選
日

２
月
下
旬

入
居
可
能
時
期

３
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
１
月
10
日
㈮

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

対
象

①
島
根
県
で
生
活
経
験
が
あ
り
、
大

学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
高
等

専
門
学
校
（
4
年
制
以
上
）、
専

修
学
校
（
専
門
課
程
の
み
）
に
令

和
7
年
度
進
学
希
望
の
人
（
進
学

先
未
定
で
も
応
募
可
）

②
島
根
県
で
生
活
経
験
が
あ
り
、
在

学
中
の
人

定
員

①
②
併
せ
て
15
人
程
度

料
金

・
月
額
寮
費

5
万
6
千
円
（
朝
・

夕
食
付
）、
そ
の
ほ
か
自
室
電
気

料
金
な
ど

・
入
寮
費

12
万
円
又
は
15
万
円

申
込
み

①
在
学
す
る
高
校
又
は
出
身
高
校
へ

②
島
根
県
育
英
会
へ

申
込
期
間

3
月
31
日
㈪
ま
で

問
合
せ

島
根
県
育
英
会

☎
０
８
５
２
㉘
１
９
８
１

募
集
人
員

1
2
3
人

（
島
根
県
か
ら
２
〜
３
人
）

第
１
次
試
験
日

学
力
試
験

１
月
27
日
㈪

面
接
試
験

1
月
28
日
㈫

試
験
会
場

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も（
松
江
市
）

試
験
科
目
（
学
力
試
験
）

○
数
学
（
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
数
学

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

○
理
科
（
物
理
、
化
学
、
生
物
の
う

ち
２
科
目
選
択
）

○
外
国
語
（
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
論
理
・
表

現
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
）

第
２
次
試
験

2
月
５
日
㈬
に
自
治

医
科
大
学
（
栃
木
県
下
野
市
）
で

行
わ
れ
ま
す
。

出
願
期
間

1
月
６
日
㈪
〜
22
日
㈬

（
午
後
５
時
必
着
）

※

1
月
21
日
㈫
消
印
有
効

問
合
せ
・
出
願
先
な
ど

島
根
県
庁
健
康
福
祉
部
医
療
政
策

課
医
師
確
保
対
策
室

☎
０
８
５
２
㉒
６
６
８
３

講座内容
講座 部門 日程 時間 場所 料金 締切日

中国語講座

入門Ⅱ昼の部 １月９日㈭、23日㈭、
２月６日㈭、20日㈭
３月６日㈭

午後１時30分～３時

　浜田まちづくり
　センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

１月６日㈪

入門Ⅱ夜の部 午後７時～８時30分

初級Ⅱ昼の部 １月16日㈭、30日㈭
２月13日㈭、27日㈭
３月13日㈭

午後１時30分～３時

初級Ⅱ夜の部 午後７時～８時30分

韓国語講座
初級Ⅲ

１月14日㈫、21日㈫、
    31日㈮
２月４日㈫、18日㈫、
　　25日㈫、
３月４日㈫、11日㈫
　　18日㈫、25日㈫

午後７時～８時30分
　浜田まちづくり
　センター

会員
2,000円
非会員
4,000円中級Ⅲ 午後４時～５時30分

サントソの
英語講座

初級Ⅲ昼の部 １月22日㈬、
２月５日㈬、19日㈬、
３月５日㈬、19日㈬

午後１時30分～３時 【昼の部】
　浜田まちづくり
　センター

【夜の部】
　石見まちづくり

センター

会員
1,000円
非会員
2,000円

初級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

中級Ⅲ昼の部 １月29日㈬、
２月12日㈬、26日㈬、
３月12日㈬、26日㈬

午後１時30分～３時

中級Ⅲ夜の部 午後７時～８時30分

浜
田
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

共
通

講
座
内
容

下
表
の
と
お
り

定
員

各
講
座
10
人

※

各
講
座
会
員
料
金
あ
り

申
込
み

各
申
込
締
切
日
ま
で
に
浜

田
国
際
交
流
協
会
に
電
話
又
は
左

記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

☎
㉕
９
５
１
１

こちらから
申し込めます

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

島
根
県
育
英
会「
大
阪
学
生
会
館
」

入
寮
生
募
集
（
第
二
期
）

令
和
７
年
度
自
治
医
科
大
学

医
学
部
入
学
者
募
集

資
格・試
験

所
在
地

松
原
町

申
込
み

１
月
６
日
㈪
〜
31
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
公
社
有
財
産
購

入
申
込
書
を
浜
田
市
土
地
開
発
公

社
（
市
役
所
北
分
庁
舎
３
階
）
へ

☎
㉕
９
６
７
０

※

同
じ
区
画
に
申
込
者
複
数
の
場

合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

※

物
件
購
入
資
格
・
売
却
条
件
・

留
意
事
項
な
ど
詳
細
は
申
込
先
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物件番号 区分 地目 地積 売却価格
公社R6-1 土地 宅地 214.88㎡ 8,832,000円
公社R6-2 土地 宅地 165.32㎡ 6,662,000円
公社R6-3 土地 宅地 165.30㎡ 6,928,000円
公社R6-4 土地 宅地 165.25㎡ 6,925,000円
公社R6-5 土地 宅地 174.39㎡ 6,957,000円
公社R6-6 土地 宅地 165.31㎡ 6,661,000円

公
社
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

位置図

相
　
　
談

日
時

２
月
3
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂
AB

料
金

無
料

定
員

５
事
業
者
（
先
着
順
）

相
談
員

・
村
上
弘
基
さ
ん
（
（独）
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
中
国
本
部
中
小
企
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

・
山
岡
直
哉
さ
ん
（
島
根
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
サ
ブ
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

申
込
み

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
又

は
商
工
労
働
課
事
業
支
援
係
へ

☎
㉕
９
５
０
１

事
業
者
な
ん
で
も

個
別
相
談
会

こちらから　
申し込めます

物件名：子育て支援センター跡地用地

物件番号 区分 地目 地積 売却価格
公社R6-7 土地 宅地 178.87㎡ 7,064,000円
公社R6-8 土地 宅地 184.53㎡ 7,213,000円
公社R6-9 土地 宅地 165.40㎡ 6,665,000円
公社R6-10 土地 宅地 165.35㎡ 6,663,000円
公社R6-11 土地 宅地 165.32㎡ 6,662,000円
公社R6-12 土地 宅地 165.33㎡ 6,862,000円

売却物件

狩
猟
免
許
試
験

日
時

１
月
15
日
㈬

午
前
９
時
〜

場
所
島
根
県
職
員
会
館（
松
江
市
）

申
込
み

1
月
５
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
申
込
書
を
島
根
県
農
山
漁
村

振
興
課
鳥
獣
対
策
室
へ

☎
０
８
５
２
㉒
５
１
６
０

狩
猟
免
許
試
験

お
出
か
け

日
時

１
月
４
日
㈯
〜
３
月
15
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※

学
童
見
学
対
象
展
示
品
を
含
む

休
館
日

月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所

浜
田
郷
土
資
料
館

料
金

無
料

問
合
せ

浜
田
郷
土
資
料
館

☎
㉓
６
４
５
３

浜
田
郷
土
資
料
館
コ
ー
ナ
ー
展

懐
か
し
い
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
古
民
具
と
風
景
・
風
俗
パ

ネ
ル
写
真
展
p
a
r
t
Ⅱ
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

対
象
市
内
在
住
の
障
が
い
者（
児
）

日
時

１
月
17
日
㈮
・
2
月
21
日

㈮
・
３
月
21
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

ボ
ウ
ル
J
A
C

申
込
み

開
催
日
前
日
ま
で
に
浜
っ

子
作
業
所
へ

☎
㉒
２
８
２
４

浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

教
室
（
ノ
ー
ガ
タ
ー
で
楽
し

む
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

日
時

１
月
18
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０-
４
６
９
２-

５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

対
象

20
〜
30
代
の
人

日
時

２
月
15
日
㈯

第
1
部
（
謎
解
き
企
画
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

第
２
部
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
＆
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
）

午
後
２
時
45
分
〜
４
時

場
所

木
田
暮
ら
し
の
学
校

料
金
３
０
０
０
円（
飲
食
代
込
み
）

・
第
1
部
の
み

１
０
０
０
円

・
第
2
部
の
み

２
０
０
０
円

（
飲
食
代
込
み
）

申
込
み
２
月
８
日
㈯
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

20
．
30
d
a
i
実
行
委
員
会

☎
０
９
０-

１
５
０
４-

４
１
８
０

こちらから　
申し込めます

日
時

２
月
７
日
㈮

午
後
２
時
10
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
わ
み
ー
る
４
０
１
・
４
０

２
研
修
室

内
容

企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(

15
社
程
度)

、
企
業
自
由
説
明
会

定
員

40
人
（
要
予
約
・
先
着
順
）

料
金

無
料

申
込
み

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根
（
浜
田
事
務
所
）

☎
㉕
５
１
１
１

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
／
レ
デ
ィ
ー
ス

求
職
者
の
た
め
の
企
業
説
明
会

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

設
計
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１
月
31
日
㈮

午
後
６
時
〜
７
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

３
０
１

会
議
室

料
金

無
料

申
込
み

1
月
29
日
㈬
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社
松
江
支
社

☎
０
８
５
２
㉑
５
６
５
７

こちらから　
申し込めます

日
時

１
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

市
役
所
駐
車
場
に
集
合
し
清

水
町
界
隈
を
散
策

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

第
２
５
８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

消
え
た
原
井
村
池
田
を
探
す

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

日
時

２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員

各
６
組（
要
予
約・先
着
順
）

料
金

１
組
８
０
０
円

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

日
時

１
月
25
日
㈯

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

場
所

浜
田
市
陸
上
競
技
場
前
〜
野

球
場
・
競
技
場
周
辺
道
路
〜
浜
田

市
陸
上
競
技
場
前
の
周
回
コ
ー
ス

参
加
資
格

小
学
校
１
〜
６
年
生
の

男
女
で
、
保
護
者
の
承
諾
を
得
ら

れ
る
人

編
成

監
督
１
人
・
選
手
４
人
・
補

員
２
人
（
男
子
の
部
及
び
女
子
の

部
）

料
金

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円

申
込
み

１
月
17
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
込
み
。

問
合
せ

浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事

務
局

斎
藤
博
之
さ
ん

☎
０
９
０-

７
８
９
２-

４
２
０
８

浜
田
ち
び
っ
こ
駅
伝
競
走
大
会

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時

２
月
11
日
㈷

場
所
浜
田
市
陸
上
競
技
場（
発
着
）

料
金

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生

１
０
０
０
円
、
中
学
生
７
０
０
円
、

小
学
生
５
０
０
円

参
加
区
分

１
部
（
３
㎞
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

中
学
校
卒
業
〜
一
般
の
男
子

２
部
（
３
㎞
）
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

60
歳
以
上
男
子
、
中
学
校
男
子
・

女
子
、
高
校
〜
一
般
女
子

３
部
（
２
㎞
）
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｕ
Ｖ
Ｗ

小
学
校
４
〜
６
年
生
男
子
・
女
子

４
部
（
１
㎞
）
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

小
学
校
１
〜
３
年
生
男
子
・
女
子

※

詳
細
は
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

２
月
20
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金

8
０
０
円

申
込
み

１
月
24
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込

書
を
浜
田
市
水
産
業
振
興
協
会

（
水
産
振
興
課
内
）
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

幻
の
広
浜
鉄
道
今
福
線

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時

２
月
23
日
㈷
（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時

２
月
18
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

特
別
展

「
す
く
す
く
シ
ロ
イ
ル
カ
成
長
日
記
」

期
間

令
和
7
年
１
月
13
日
㈷
ま
で

場
所

ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

冬
季
限
定
シ
ロ
イ
ル
カ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
見
学

期
間

１
月
4
日
㈯
〜
2
月
24
日
（振）

の
土
・
日
・
祝
日

午
後
１
時
45

分
〜

※

集
合
時
間
は
午
後
１
時
35
分
〜

45
分

※

午
後
１
時
30
分
か
ら
の
シ
ロ
イ

ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ご
覧
い

た
だ
け
ま
せ
ん

場
所ア

ク
ア
ス
３
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
横

定
員

50
人

料
金

小
学
生
以
上
１
人
３
０
０
円

（
入
館
が
必
要
）

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
（
未
就
学
児
申
込
不
要
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

ア
ク
ア
ス
特
製
お
お
き
な
海
の
い
き

も
の
か
る
た
で
遊
ぼ
う

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

１
月
27
日
㈪

午
前
10
時
〜

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
！
in
ア

ク
ア
ス

あ
る
の
か
！
？
魚
の
第
六
感

対
象

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

日
時

２
月
2
日
㈰
（
各
45
分
）

①
午
前
11
時
〜
②
午
後
２
時
〜

定
員

30
人

料
金

無
料

場
所

ア
ク
ア
ス
1
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら(

先
着
順
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

企
画
展
「
石
岡
瑛
子

I
デ
ザ
イ

ン
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

鑑
賞
イ
ベ
ン
ト
「
み
る
み
る
と
石
岡

瑛
子
を
見
て
み
る
？
」

日
時

１
月
12
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

内
容

対
話
型
鑑
賞
を
研
究
・
普
及

す
る
グ
ル
ー
プ
「
み
る
み
る
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
石
岡

瑛
子
の
作
品
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞

し
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
い
ま
し
ょ

う
。

定
員

15
人

料
金

無
料
（
申
込
み
不
要
）

※

展
覧
会
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

支
援
に
実
装
！
今
こ
そ
意
思

決
定
支
援
を
理
解
し
よ
う

日
時

１
月
24
日
㈮

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

江
津
市
役
所
本
庁
舎

2
階

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

又
村
あ
お
い
さ
ん
（
全
国
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
）

内
容

第
1
部

講
演
会

第
2
部
事
例
報
告
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

料
金

無
料

申
込
み

1
月
17
日
㈮
ま
で
に
江
津

市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
５
52
７
８
９
１

20   

30
d
a
i

謎
解
き
を
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
前
に

． 申
込
み

１
月
24
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
込
み
。

併
せ
て
参
加
料
を
郵
便
振
替
で
締

切
日
ま
で
に
振
込
み
。

（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
ー
５
ー
７

２
９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）

問
合
せ

浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事

務
局

斎
藤
博
之
さ
ん

☎
０
９
０-

７
８
９
２-

４
２
０
８

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

出
初
め
式

日
時

１
月
５
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

※

室
内
で
式
典
を
行
い
ま
す
。

※

式
典
終
了
後
、
会
場
で
、
消
防

団
車
両
の
車
両
検
閲
を
行
い
ま
す
。

各
方
面
隊
一
斉
放
水（
荒
天
時
中
止
）

中
部

市
役
所
本
庁
舎
裏
浜
田
川

東
部

雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川

西
部

天
満
橋
上
流
三
隅
川

放
水
時
刻

中
部

午
前
11
時
40
分
頃

東
部
・
西
部

午
前
11
時
30
分
頃

※

一
斉
放
水
の
開
始
時
分
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

☎
㉕
５
１
６
７

場
所

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

事
前
申
込
み
不
要

料
金

３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

問
合
せ

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

☎
42
２
０
８
３
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有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 １月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 14日㈫･27日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ６日㈪･14日㈫
20日㈪･27日㈪
31日㈮

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.337

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

１月の休館日　　年始　１日㈷
月曜日 ６日・20日・27日
展示替　14日㈫～17日㈮

年
始
は
２
日
㈭
か
ら
開
館
し
ま
す
。

光
と
影
の
不
思
議
展

光
と
影
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
た
作
品
を
紹

介
す
る
展
覧
会
。
不
思
議
な
光
と
影
の
世
界

を
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
期

13
日
㈷
ま
で

※

本
展
覧
会
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
28
回
浜
田
こ
ど
も

　
　
　
　
　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

美
術
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。
浜
田
と
世
界
の

子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
作
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

18
日
㈯
〜
３
月
２
日
㈰

料
金

一
般　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

２
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生

１
０
０
円

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

新
春
！
「
運
だ
め
し
抽
選
会
」

◎
２
日
㈭
・
３
日
㈮

時
間

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

当
日
「
光
と
影
の
不
思
議
展
」
を
観
覧
さ
れ

た
小
・
中
学
生
が
参
加
で
き
る
抽
選
会
。

定
員

各
日
15
人
（
先
着
）

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員

各
日
30
人
（
先
着
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
創
作
室
で
午
後

１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

《
羽
子
板
づ
く
り
》

木
の
板
で
羽
子
板
を
つ
く
ろ
う
！

◎
２
日
㈭
・
３
日
㈮

参
加
費

４
０
０
円

《
ア
ニ
マ
ル
ボ
ー
ド
》

干
支
の
へ
び
の
形
の
板
で
つ
く
ろ
う
。

◎
４
日
㈯
・
５
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
木
の
ビ
ー
玉
迷
路
》

◎
11
日
㈯
〜
13
日
㈷

参
加
費

５
０
０
円

《
牛
乳
パ
ッ
ク
の
サ
イ
コ
ロ
パ
ズ
ル
》

好
き
な
絵
を
描
い
て
あ
そ
ぼ
う
！

◎
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
フ
ェ
ル
ト
で
パ
ペ
ッ
ト
》

◎
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

木のビー玉迷路フェルトでパペット

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

年
に
一
度
、
図
書
館
で
は
所
蔵
図
書
の
確

認
・
整
理
（
蔵
書
点
検
）
を
行
い
ま
す
。
休

館
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日

中
央
図
書
館

１
月
28
日
㈫
〜
２
月
５
日
㈬

三
隅
図
書
館

１
月
22
日
㈬
〜
24
日
㈮

休
館
中
の
図
書
返
却
に
つ
い
て

休
館
中
の
返
却
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）。

な
お
、
資
料
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
子
育
て

お
楽
し
み
貸
出
セ
ッ
ト
、
視
聴
覚
資
料
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
な
ど
）、
紙
芝
居
、
大
型
絵
本
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借
り

受
け
た
図
書
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
の
返
却
が
で

き
ま
せ
ん
。
開
館
後
、
窓
口
に
直
接
ご
返
却
く

だ
さ
い
。

貸出ベスト10（令和６年11月期）
順位 タイトル 著者
1 宙わたる教室 伊与原　新
2 透明な螺旋 東野　圭吾
3 森にあかりが灯るとき 藤岡　陽子
4 クスノキの女神 東野　圭吾
５ 成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈
６ 迷惑な終活 内館　牧子
７ あさ酒 原田　ひ香
８ 小鳥とリムジン 小川　糸
９ ツミデミック 一穂　ミチ
10 白鳥とコウモリ 東野　圭吾

年
末
年
始
休
館
日
【
全
館
】

12
月
29
日
㈰
〜

　
　
　
　
令
和
７
年
１
月
３
日
㈮

※

年
始
１
月
４
日
㈯
は
、
午
後

１
時
に
開
館
し
ま
す
。

vol.255
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

新
年
の
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学
長

　
　
　
　
　
　
　
山
下

一
也

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
浜
田
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
良

い
お
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
島
根
県
立
大

学
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
令
和
３
年
４

月
に
、
総
合
政
策
学
部
を
「
国
際
関

係
学
部
」
と
「
地
域
政
策
学
部
」
に

再
編
し
、
こ
の
３
月
に
は
い
よ
い
よ

第
１
期
生
が
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

新
た
な
学
部
で
は
、
県
内
高
校
生

の
入
学
者
増
加
に
向
け
た
高
大
連
携

の
取
組
の
強
化
や
、
地
元
企
業
へ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
を
図
り
、

地
域
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
昨
年
７
月
に
は
「
ま
ち
な
か
交

流
プ
ラ
ザ
」
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

地
元
高
校
生
と
の
交
流
や
公
開
講
座

の
開
催
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
大

学
と
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し
て
、
一
層

の
地
域
貢
献
活
動
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
は
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
１
年
、
皆
さ
ん
が
健
や
か
に

お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

市
民
研
究
員
リ
サ
ー
チ
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
を
行
い
ま
し
た

10
月
26
日
㈯
、
市
民
研
究
員
と
学

生
、
教
職
員
計
８
人
で
津
和
野
町
を

訪
れ
ま
し
た
。

津
和
野
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、

主
任
司
祭
山
根
敏
身
神
父
よ
り
津
和

野
町
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
お
昼
は
本
学
の
学
生
が
運

営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
ｃ
ａ
ｆ

ｅ
＆
ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
を
訪
問

し
ま
し
た
。

午
後
は
津
和
野
藩
校
養
老
館
に
て
、

（
一
社
）
津
和
野
ま
ち
ば
ぐ
み
の
畔

柳
知
宏
さ
ん
と
西
周
顕
彰
事
業
事
務

局
の
山
岡
浩
二
さ
ん
か
ら
津
和
野
町

の
歴
史
と
文
化
を
守
る
取
組
に
つ
い

て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
研
究
員
は
、「
北
東
ア
ジ
ア

地
域
の
総
合
的
研
究
、
島
根
を
中
心

と
す
る
地
域
政
策
関
連
の
研
究
、
本

学
の
学
術
研
究
活
動
の
発
展
に
貢
献

す
る
意
欲
」
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
関
心

の
あ
る
人
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

リサーチツアーの様子

応募は
こちらから
できます

広
報
誌
「
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」

　
　
　
　
　
第
19
号
を
発
行

教
育
・
研
究
・
地
域
連
携
な
ど
の

様
々
な
取
組
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大

学
広
報
誌
「
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
第

19
号
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、「
石
見
エ
リ
ア
特

集
！
」や「
市
町
村
と
の
共
同
研
究
」、

「
山
下
一
也
学
長
と
俳
優
の
佐
野
史

郎
さ
ん
の
特
別
対
談
」
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

ORORIN第19号

最新号は
こちらから
みられます

3435 広報はまだ：令和７年１月号広報はまだ：令和７年１月号
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　500円（400円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

石
正
美
術
館
は
、
三
隅
町
出
身
の

日
本
画
家
・
石
本
正
（
１
９
２
０
‐

２
０
１
５
）
の
作
品
を
収
蔵
し
展
示

す
る
施
設
と
し
て
、
２
０
０
１
（
平

成
13
）
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
以
来

年
始
は
４
日
㈯
か
ら
開
館

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

企
画
展

学
芸
員
の
目
で
見
る

「
石
本
正
の
ア
ト
リ
エ
」

会
期

３
月
２
日
㈰
ま
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

　
　
　
　
　
　
　（
観
覧
無
料
）

「
干
支
展
―
２
０
２
５
巳
―
」

会
期

１
月
４
日
㈯
〜
19
日
㈰

毎
年
恒
例
の
干
支
展
。
新
年
の
幕

開
け
に
、今
年
の
干
支「
巳（
へ
び
）」

に
ち
な
ん
だ
一
般
公
募
作
品
な
ど
が

勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
手
芸
や
陶
芸
、

絵
画
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
越
え

て
集
ま
っ
た
作
品
の
数
々
を
ぜ
ひ
会

場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

◎昔ながらのお正月の遊び
「石州和紙で凧

たこ

作りに挑戦！」
丈夫な石州和紙を使ってよく飛ぶ凧を作ります。

完成したら、近くの広場であげてみんなで遊びましょう！
日時　１月５日㈰　午後１時～３時
場所　石正美術館　創作室
参加費 500円
対象　どなたでも（定員15人／要予約）
服装　汚れてもよい服、防寒着
◎干支展関連ワークショップ
「土人形絵付け体験 ―巳―」
　干支展に出品の土人形作家・福美さんによる土人形絵付け
体験です。水

す い ひ

干絵具や胡
ご ふ ん

粉など伝統的な絵具を使って、今年
の干支にちなんだ土人形に絵付けをします。
日時　１月11日㈯　午後１時～３時
場所　石正美術館　創作室
参加費 1,000円
対象　小学生～一般（定員15人／要予約）
講師　土人形作家　福美さん

年
４
回
の
展
示
替
え
を
行
い
な
が
ら
、

彼
が
ど
ん
な
画
家
で
、
ど
ん
な
想
い

で
生
涯
絵
を
描
き
続
け
て
き
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
作
品
を
と
お
し
て

い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
唯
一
の

美
術
館
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
石
本
正
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
学
芸
員
は
開
催

す
る
展
覧
会
ご
と
に
様
々
な
テ
ー
マ

を
決
め
て
企
画
を
練
り
ま
す
。
例
え

ば
「
画
業
の
変
遷
」「
女
性
美
」「
動

物
」「
花
」
な
ど
で
す
が
、
そ
う
し

た
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
収
蔵
品
を
選

ん
で
い
く
と
、
な
ぜ
か
い
つ
も
企
画

か
ら
外
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
作

品
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ど
の
作
品
も
全
て
心
を
込
め
て
描
か

れ
た
大
切
な
宝
物
で
す
。

今
回
は
そ
ん
な
作
品
の
中
か
ら
、

学
芸
員
が
「
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
観
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
で
自
由

に
選
ん
だ
作
品
を
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
思
い
出
話
な
ど
を
添
え
て
紹
介

す
る
企
画
で
す
。
当
館
で
の
作
品
鑑

賞
の
ひ
と
と
き
を
気
軽
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

鶏
頭

２
０
１
２
年

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,714 17,336 18,981 36,317
金 城 1,823 1,824 1,939 3,763
旭 1,228 1,190 1,175 2,365

弥 栄 612 508 552 1,060
三 隅 2,678 2,519 2,669 5,188
合 計 25,055 23,377 25,316 48,693

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

（単位：人）
人　口（11月末現在）

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
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1 令
和
７
年

N
o.285

12
月
8
日
㈰
、
し
お
か
ぜ
駅

伝
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
域

か
ら
34
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
６
区

か
ら
先
頭
を
キ
ー
プ
し
た
浜
田

A
チ
ー
ム
が
２
年
連
続
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
地
点
に
は
、
選
手
た
ち
の

力
走
を
称
え
よ
う
と
多
く
の
人

が
集
ま
り
、
温
か
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

今月の表紙
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